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『パ　ル　ム　の　僧　院』

金　子 守

〔第一章〕　序 考

　此のLa　Chartreuse　de　Parmeが　〈L’origine　de　la　grandeur　de　la

tamille　Farnさse＞なる古記録にその〈source＞を求めていることは1，li知の

事実であるが，Fabriceと目される人物に焦点を定めて小説の〈modde＞

を紹介したいと思う。そこにはLe　Rouge　et　le　Noirとその〈source＞で

あったBerth6事件との関係が同様に認められる筈である。

　古記録に登場するAlexandreがFabriceの〈modele＞であるが，　Ale・

xandreの生れたのは1458年でFarnさse家のPierre－Louisの息子であり，

その母はGiovanella　Gaetanoである。彼の生年は作家が憧憬していた情熱

の世紀，すなわち，15世紀である。此の事実はすでにAlexandreが作家

Stendhalの主人公Fabriceとなる充分な資格を有することになる。成人し

たAlexandreがギリシヤ，ラテン文学に秀いでた才能を示したとはいえ，

彼はなによりも肉体の快楽に耽溺したと言われる。彼は枢機郷Rodericに

仕えたが，枢機郷はAlexandreの叔母であるVandozzaを熱愛してい

たので，恋人の甥であるAlexandreを可愛がりその保護者となったのであ

る。

　それで，小説ではMosca伯已Fabriceの叔母であるSansev6rina公爵

夫人を熱愛していたがゆえに夫人の甥を保護している。

　さて，Alexandreは両者の保護をいいことに倣慢となり，益々道楽を重

ねた。ある日，ローマ郊外を馬車で通行中の妙齢の貴婦人を略奪した。そし
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て，彼は自宅に幾日も彼女を監禁して，恰も彼女が自分の妻で5るかの如く

振舞ったのである。　此の事件で彼はInnocent　8世に訴えられ，　Saint－

Ange城の牢獄の身となった。やがて，　Rod6ric枢機郷と，　Farnese家の一

員であるPierre　Marzanoの策謀により牢獄から脱走した。　Fabriceの如

く綱をつたって街路に降り立ったと言う。Innocent　8世の治世下では運命

に見離されていたAlexandreもRod6ric枢機郷がAlexandre　6世とし

て法王の位に登るに及びローマに戻った。

　法王と叔母Vandozzaの保護，殊に波が叔母から感じている∪五で24才

の若年で彼は枢機官位を得るに至った。

　Henri　Martineauほ」二述したmoddeの重要性を認識した最初の1人が

Pierre　Martinoでちり，そのMartinoにik次の如き簡潔な説明がこること

を指摘している。

　　〈La　vie　d’Alexandre　Farnese　est　devenu　celle　de　Fabrice　del　Dongo．

Vandozza　s’appelle　la　San　Severina；Rod6ric　est　le　colnte　de　Mosca．

C’est　le　cr6dit　de　la　San　Severina，　ma宝tresse　du　prelnier　ministre，　qui

fait　la　fortune　du　neveu　ch6ri；la　jeune　femme　enlev6e　par　Alexandre

a　pris　Ies　traits　d’une　petite　com6dienne；le　chateau　Saint－Ange　est

devenu　l’immaginaire　tour　Farnさse；les　circonstances　de　l’6vasion　n’ont

pas　6t6　modifi6es；Fabrice　devient　coadjuteur　de　l’archeveque，　comIne

Alexandre　cardinal．　L’6pisode　des　amours　secretes　d’Alexandre　et　de

Clelia　a　donn6　1’id6e　de　la　passion　de　Fabrice　pour　Cl61ia　Conti．

Stendhal　a　reproduit　jusqu’a　la　circonstance　d’un　enfant　n6　de　cet

amour．〉一〔1〕

　このように〈source＞や〈modさle＞を明自にすると小説を読んでいる読

者には恰もこの作品の極めて完全な梗概を与えられたかの如き印象を覚える

であろう。かかる印象からわれわれ研究者には作家Stendha1自身がこの小

説の創作にあってかなり容易に筆を進めることができたのではないかと思わ
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せるc

　Jean　Pr6vostもかかる印象を感じている。

　　〈Plus　heureux　que　darls　Lucien　Leuwen，　aussi　heureux　sans　doute

qu’il　le　fut　en　6crivant　le　Rouge，　aucun　plan　ne　le　gene，　et　pourtant　a

chaque　moment　il　sait　od　il　va，　Au　lieu　de　plan　il　a　en　tete　une　anec－

dote　qu’il　connatt　hien，　et　qu’il　s’agit　de　transposer．〉一　〔2〕

　此のことは作家の容易な創作に反比例するかの如く逆に研究者にある種の

とまどいを覚えさせている。Henri　Martineauの研究を観てもかかる印象

を受けるのであるが，彼は〈modさle＞とか作品の着想の場所とかその時期

を先ず問題にしている。彼の「L’（Euvre　de　Stendha1』を注意深く読んで観

ると，此の作品の着想の場所とかその時期とかに就いてはPaul　Arbeletの

説を否定している。

　そして，場所の問題に就いてはMartineauはll孕決されたことと石倣して

次の如き見解を述べている。

　　＜Le　probleme　est　desormais　r6solu：la　Chartreuse　fut　compos6e　rue

Caumartin　et　non　pas　rue　Godot－de－Mauroy　comme　l’a　avanc6　Paul

Arbelet．〉一〔3〕

　　また，着想時期に就いては，

　　＜C’est　alors　que，　suivant　l’hypothさse　vraisemblable　de　Paul　Arbelet，　il

traga　sans　doute　le　plan　d6tail16　et　d6ja　lourd　d’inventions　personnelles

que　Colomb　a　publi6　dans　la　Correspondance　sous　la　date　improbable

de　1832．　C’est　une　premiさre　adaptation　de　la　chronique　italienne．〉一

〔4〕

　　このColombの証言をPaul　Arbeletは鵜呑にしていると，　Henri　Ma－

rtlneauは批難する。しかし，　Mart｛neau自身は小説の原稿がStendha1

の従弟Colombに渡されたのは1838年12月26日のことであると断定してい

る。ColombはrLe　Rouge　et　le　Noir』の出版者と直ぐ刊行の交渉を持っ
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たがLevavasseurとの条件がまとまらず，先に「Les　M6moires　d’un

Touriste」を出版していたAmbroise　Dupontと契約している。

　ところでかかる問題をこれ以上，私は紫説しようとは思っていない。すで

にrLucien　LeuwenJを論考した際に示唆した如く私の小説研究はf乍品そ

のものを対象にしているのであって，項細な実証的研究の弊害に就いては

rLe　Rouge　et　le　Noir』をiijgvt’した際にも指摘しておいた。

　さて，此の小説1・こ作家Stendhalが生前に受けた唯一の賞讃を得たもので

ある。と言うのもBalzacが発行していた〈Revue　Parisienne＞の第3号の

なかで，1840年の9月25日に刊行された「La　Chartreuse　de　Parme」を

Balzac自身が72頁にわたって解説し賞讃したのである。それもBalzacか

ら現世紀の傑作と認められ，さらにStendha1に執って嬉しいことはこの小

説を読み，その真価を認識できるのは1500人ばかりのヨーロッパの最高頭

脳を持った人々である。と，断’言してくれたことであろう。何故ならば，す

でにStendhalはZF’La　Chartreuse　de　Parmejを発表する以前に10冊ばか

り世に固うたが，川知の如く若干の例外を除き悉く無視されてしまっていた

からである。一方，BalzacはStendha1よりも16才li三ドでにあったが，当

時，彼は大部分のLa　Comedie　humaineを書き終り，文名とみにちがる流

行作家となっていたのである。

　先述したばかりであるが，Balzacが〈Revue　Parisienne＞でStendhal

のこの小説を誉めたのは，1840年9月25日であったがHenri　Martineauに

よると，小説が出版されたばかりの頃，　2人の作家は1839年4月11日に大

通りで偶然避遁したと言う。その日は時れていて東の風が吹いていた。此の

日付，及び，情報をわれわれに1云えたのlk　Stendhalである。此の避遁に立

ちあった批評家Forguesの証言によると，　Balzacは「La　Chartreuse　de

Parme』の始めの数章をIE縮するべきであると彼に忠告していたけれども，

同時に大いに誉めもしていたと言うことである。従って，Balzacは〈Revue

Parisienne＞にStendha1の作品論を書く前に当人に直接会い，自己の意見
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を披涯していたことになる。　とにかく，BalzacのごLa　Chartreuse　de

Parme』論を少し引用しておこう。

　　〈La　Chartreuse　de　Parme　est　dans　notre合poque　et　jusqu’a　pr6sent，

a　nos　yeux，　le　chef－d’oeuvre　de　la　litterature　d’id6es…　〉一　〔5〕

　さらに，Balzacは以下の如く続けている。

　〈M．Beyle　a　fait　un　livre　otl　le　sublime　eclate　de　chapitre　en

chapitre．　11　a　produit　a　l’age　oU　les　hommes　trouvent　rarement　des

sujets　grandioses　et　aprさs　avoir　6crit　une　vingtaine　de　volumes　extreme－

Inent　spirituels，　une（nuvre　qui　ne　peut　etre　apPr6ci6e　que　par　les　ames

et　par　les　gens　vraiment　sup6rieurs．〉一こ6〕

　此の引用文に続く文章は完壁とも言える小説の梗概となっている。

　Stendhalが〈Reuve　Parisienne＞のllll題の第3号を読んだのは1840年10

．月15日で，当日，彼は任地チヴィタ・ヴェッキアに居たのであるが，その翌

日からBalzac宛の長い感謝の手紙を書き始めていた。そして，10月29日に

船便でBalzacに送った。

　しかしながら，このBalzacの論文は買収されたものであると看倣した批評

家たちがいた。Sainte－Beuveの一派である。　Sainte－BeuveはrCauseries

Du　Lundi2で尤もらしい根拠を挙げてこの論文を買収されたと断定してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gヒ1）
るのであるが，今日ではどう考えても信葱し難いと言れている。彼の主張は

Stendhalが〈Revue　des　Deux　Mondes＞　と契約した　〈Les　Chroniques

Italiennes＞の原稿料3000フランがBalzacに以前渡されたと言うのであ

る。しかし，1842年にStendhalが亡くなっているが，　Colombの証言に基

づくとその稿料は彼の死亡日の前々日に始めて支払われた。だが，約束が実

行されなかったので返却されたと言うことである。

　此の問題に就いてHenri　Martineauは1痂1正としてBalzacがMme　Han－

skaに宛てた1840年4月14日の手紙を引用している。つまりBalzacが自分

の恋人まで欺く必要はどこにもないからでちる。
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　　＜Beyle　（Stendhal．）　vient　de　publier，　a　mon　sens，　le　plus　beau　iivre

qui　ait　paru　depuis　cinquante　ans，　cela　s’appelle　la　Chartreuse　de

Parme，　et　je　ne　sais　si　vous　pourrez　vous　le　procurer．　Si　Machiavel

6crivait　un　roman，　ce　serait　celui－la．〉一〔7〕

　　また，AlainもSainte－BeuveがBalzacの論文をStendhalが買収した

もので5る。と，主張することは付けないことである。と，述べている。

〔第二章〕 作中人物と＜modbles＞

　　此の小説にも読者はヒロインとして2人の作中人物を眺めることになる。

Sansev6rinaとC161iaとでちるが，これらヒロインがさきの『Le　Rouge

et　le　Noir』もそうであるから主人公に果す役割が前作と同様であると即断

すべきではない。とにかく，此の章では2人のmodさleを研究したいと思

う。Henri　Martineauの『L’（Euvre　de　Stendhal』の一節に次の文章が読

まれる。

　　＜Quelques　commentateurs　ont　voulu　trouver　dans　la　comtesse　Gina

pietranera（－Sansev6rina）1’image　d’Angelina　Pietragrua，　et　dans　Cl61ia

le　souvenir　de　M合tilde　et　plus　encore　peut－etre　de　Giulia　Rinieri．

Les　deux　femmes　repr6sentent合galement　toutes　les　femmes　aim6es　par

Beyle…〉一〔8〕

　此の引用文に読まれる3人に就いて各々がStendhalとどのような関係で

あったかに焦点を絞って述べたいと思う。始めにStendhal自身が『Vie　de

Henri　Brulard』で彼女たちの人間像を回想しているので引用しておく。

　　＜Metilde　l’a　emport6　par　les　sentiments　nobles，　espagnols；Giulia，

ce　me　semble，　par　la　force　du　caractere，　tandis　que，　au　premier　moment，

elle　semblait　la　plus　faible；Angela　P（ietragrua）aet6　catin　sublime

al’italienne，　a　la　Lucrさce　Borgia…〉一　〔9〕

　　しかし，Metildeが如何なる女性であったかに就いてはすでに私は『Sten一
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dhalの人川像∴∵Le　Rouge　et　le　Noir．．：，及び，∫Lucien　Leuwen．1など

を研完した際に履：々触れておし．、たのでこの論文でi：：Angela．とJiuliaとを

取り挙げたいこUう。Angelaと1〆川i人Ci”1：フとの［j，こ係でil，：．る71．1，　Henri　Marti－

neau　l．：：ILe　C㏄ur　de　S　tendhal’のべかで，

　　　〈Tel　Ilous　vel’i’OI）S，　dans　cette　mellle　Scala，　le　comle　Mosca　aux

prelnlers　Jours　de　sotlL　adoration　Po！lr　la　comlesse　Pietrしmera，　au　dCbut

de　la　Chai’treuse　de　Pam】e．〉．一．：」〇二

　　と，述べているが，此o以カラ座に姿を見i士ていたのi　i：　．・Xiigelaで、・：ゐ。

それで，彼．女にil［1：1いてその女性㍑≡少1．．．1ごごかり浮∫1．三：．．｝に㌧よう。　・1．パ1の川く

Stendhalかパリに出てきたのは垣工科∵：佼・を受ば『；一るv．）1．1川口で：～ったが，

事：．k．1：：彼か：ノ、、学㌧たの一：’1；1：隊で1二、っン．1二。　Napoleon　がイタ　リ’ゾに1．こ人．：1る

と，従兄のPierre　Daruを追って往も・イタリアに．姿｛’見一ごた。その㍉iら・，　i皮

の同㍑に：．1ミ∴：）10tl．’ばか：．戸1三．ヒの27．i『『に∴：るLouis　Joim・iUeかいた。　そ

して，1；i・U｛1のAllgclaにStendhalをC、’1《i・Lたのが波であった。は∴1受女の

愛人で言ったe八ngelaの父；1：！xntonio　Borroniと称し．布山商でフラン．ス軍

に・衣服を！］！㍍Li．：1’1：1’ていた。｛・れで，軍人辿中が口LLの、店に出入りするの7：二・

許るしていた。彼の2人但のTiilかAngelaで．／IJ：」，すでに小｛’k人二結川して

いて5才になる∫’供があ一．・たと11’ラ。彼女1．23才になっていたがuンパルヂ

部ゆ：汝で1〕・た」‘ピ川11！けでにStendhalにL・・噴・1・でi以／主し始

めていたも゜川iにll‘「□1でに1：：いた・・1・なかった。・：一・llか．．1．1011r．1il／t　A・gela

は孜の恋人となる・両人の恋愛劇夏1．ゆ苦川べて㌃二・よう．　18］1乍8川こ

Stendha］1：：尻1‘．∫：：1・帯びてミラノへ来た。彼の使命が女ll何なる内冷c．．）もc．．）で

あるかは明［’：でll：ない。　これ∵：「Le　Rouge　et　le　Noir．’に！ごげる　Julien

の使命のヒントとなるであろう・　しかし，Stendhal（］1・．i人にll：別の　l　i　l’ijが5

った。9月7Vlの夜，ミラノへ到着している。馬ポから降1）たった彼∴：㍉〒．述

くスカラ「口に陀すつける。慎しさが烈しい感動を呼び彼の○には1ご動の涙が

流れるcd・説でMoscaイ［1がこの役をii］：演する。　Stendhal　c．）．lli：：1衷にit∫i；，：　H　．・i・代
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の追憶が走馬灯の如く浮び限前の］’弘景と屯なり融合したことであろう。彼自

身に語って川うとしよう。1811年9月4日の【．・1記に次の如く読まれる。

　　＜1’lon　cceur　est　plein．　　J’ai　6prouv6　hier　soir　et　aujourd’hui　des

selltiments　pleills　de　d61ices．　Je　sLlis　sur　le　point　de　pleul’er…　Ne

pouvant　etre　aime　de　NI，刀・1？ietragruac，qui　dait　aim6e　par　Louis　Join－

ville，　dans　les　millions　de　ch　tv　eau　x　en　Espagne　que　；’ai　faits　pour

elle，　je　n〕e　1’igurais　de　revenir　un　jour　colonel　ou　aves　tout　autre

avancement　sllp61’ieur　il　celui　d’enlploye　de　M．　Daru，　de　1’embrasser

alors　et　de　fondre　en　lalmes…Quelle　parole　que　onze　ans！　Mes

souvenirs　lゴ（〕taient　poiIlt　alllortis　；Hs　ont　6t（）　vivifi6s　Pa！“　un　amoLlr

estr（｝lne．　Je　ne　puis　faire　u［l　Pas　dans　NIilan　sans　recollnaiti’e　quelque

chose，　et，　ii　y　a　onze　ans，」’ailnais　quelque　chose　parce　q1ゴilaPpartenait

il　la　viile　qu’elle　habitait．〉　　．　‘11、I

　　j茎1こ　Stendhal　l　l：」」’．」【lic）女Angela　l｛ll：」｝する。　りξ1こ1Fl㍉lll・）1：、‘S∵1：さに

川・！1・こ，ニー＃”f．口；こ∴：iL－（tu・る。　ユ‘己ト月，　｝㌦女1こ、ヲ∫川Lllこ；ぴ，㍑でちったこ）Z㌧！’］1ミ）つJう●

なかった．っそこで，Stendhal　l；：11㌍前の1／fiii　fア”・1’演川㌧，か一；　’（　・，’．）彼女の：愛

人Joinville　u）シルエットを1‘Bす必要1膓ザうった。　やっと彼女ll：’：1：　］tl」三1（E少tl三

ならざる川：：llノ．＼1二；1；．名されていた．］（．ち11の汀　’．｝”が；t．刀「，1iに｛三ぞ）訂連の1人

で：：）ったこヒそ思い川したっ　・1∫、1巳1篇㍑し、／llがニノも11∵前，〉’．》〈費女

弓三“・・ぞして・．、：ミ1ノた。〉　と，　iFl・ピiしfこe　l口き．”’ll”≦った　Angela　l　l：いヒも無㌧口f乍

に，〈当時，どうしてそうおmしになら了三かったの。〉と，答えたヒロえられ

ている。かかる会訂でth　，　i〔った両人のほニミ∴ほ1こな．く彼に÷1川．：二㍑さ一’！’るこ

　三になるこ　ii　；i］ども，　’llミik．・Xngela　∵渡6ぐに：．’】i．i三一られた∴；：たち．．1∵口1・乏ソー）如

．（幾人も操つる悪！ξでちったcその悪女ぶりをSt．endhal　1幽：・ビ；罷≡ξて思い

’Jli1るこ！：になる。し．かし，11午川にでさ・た結品1川llo．．）力ほ人｝く，幻滅がそ

の川本を結にで’：：，ると見抜くのに兵問どるでちろう。此の∵の9月の毎口，

ちのMosca　l∩のlkl．iくスカラ座で競劇する．kりもむしろAI〕gela・）！1隻放の方
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が気になっていた。それほどの気持になっているのに抱らず愛する女から軽

蔑されるのを怖れて隅の席でじっと動かずにいる晩が幾日も続いた。Sten－

dhalは情熱ちふれる愛が真物であると断言するのであるが，　Angelaほ彼

の誠実さを疑う素振りを見せてStendhalをじらした。1ナれども，やがて彼

女は彼の誠実さが真物であることを認め感極まって〈あんた〉と，Stendhal

を呼んでいると言う。11午の、ちいだ愛し続：ナ勝利の瞬1日］を願っていた彼が一

ノ∫では勝利を得るのほ嬉しいが，愛を窒息させてしまうのでばないかと不安

になる。Daru伯から、；’「1ごされていた期nの期限が迫っていた。そこで，

9刀21日の’1二前11時に非；弓了にながくかかった勝負に結着がちった。そこで，

12時にバミラノを去り，Martial　Dar11に会いに行き，10月　12口まる1ケ、月

も不r’Eにした後ですっかり口が暮れてからミラノへ帰った。彼が帰った日の

2，31］前Angelaはラ・マドオナ・デル・モントへ行っていたので，翌

口，彼ほ彼女を追った。従女の滞ピEしているぴ1へゆくためには歩るく必要が

ちった。ところが途中でStendhalは彼．女のkに偶然会ったと言う。やっと

Angelaに会ったのでちるが激情に我を忘れて不器用に振舞い，心に濫れる

愛情をう三く表現できず彼女を怒ら一1，iてし六った。一一方，彼女iil〈私の過去

の姿だi；を見て，E、をロフミにさらす。〉と，きつく彼≡非難したい！l況をη

F．］’フ

llヒすためにも，山いかけて来たと言う印T：siaを茂さないためにも，直ぐ引返

し吉ロメ島見吻にtrってらしゃいと已放された。2日迅ぎて彼女の口へ只っ

たltき，　Angelaに1こ、1・1腹している様子がみられなかった。　授女∵彼のこの

よう㌃従順な態膓！こ1司情してか真夜中の逢引を‘U束した⊃しかし，実汀しな

かった。夜IYj：．yまでi｝五こ待っていたと言う。今日1ご安心した：），明日∴不安

になったりしながらAngelaの傍でばらしたStendhalも11月131．L遂に職

務に復㌦する決心をして，ミラノを去り，故郷グルノーブルに川った。

1812｛i：に1．こモスコー遠㍑に彼も参加してL、た。1813；i三に一．一度ミラノへ来てい

る。9月16口から20日までStendhal　lζコモ湖に滞ll亘し，　Angelaと共に湖

、ヒの道遊を楽しんで｝，・る。此の場は小説に於けるSansev6i・inaとFabrice
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の舟遊びとなるであろう。9月21口の夕万モンザにて彼1．：：彼女と別れてい

る。同じ刀の25日，Angelaからのial　1）を待っているために1．．【：．’」’i：もできない

で，口記に〈待つ男の辛い立場にいる。〉などと記しているが，結．．局，口1ち

ぼうけをばっただ：，1’であった。当時，祖国1．1：危機にご⊃り，彼もグルノーブル

に戻り，祖国iジ」衛lli．i：の川川1作：．〕を命じられて，その日二ji：に従事㌻るこ上にな

った。　1814午4，月Napo160nの退仕が決定さ二1∫．る。　程なく　Stendhalのノ芸

はミラノで〔．；ピ）ン：，か．る。1814∵8刀28「1にミラノからBeugnot｛rl爵．1ミ．人に

宛てた丁紙がその川の事情を説り1している。

　　　〈C’est　ce　qui　fait　ol　ll　e　mes　conversations　avec　une　danue　de　Nlihn

（Angela）ne　finissent　pas；c’est　ce　qui　fait　que　toute　sa　s（）ci6t6　est

jalouse　du　FranCais，　et，　comn】e　elle　a　beaucoup　de　m6na／g’einents　a

garder，　c’est　ce　qui　fait　qu’elle　vient　de　m’exiler　a　Genes；j’y　serui　le

31　ao倉t；pour　combien　de　temps？　je　l’ignore　…　　Je　puis　donc　avoir

des　souPCons　et　la　croire　inconstante　；c’est　ce　que　je　viens　de　prendre

la　libert6　de　Iui　dire　：de　la，　des　larmes，　une　sc6ne，　et，　comlne　j’ai　enfin

Consel］ti　il　partir，　je　qu｛tte　A．・tilan　avec　les　tounnellts　de　la　jコlousie・

Je　lui　ai　of〔ert　d’aller　habiter　Verlise　ou　toute　autre　ville，　grande　oしl

petite，　qu’eile　voudra　；elle　doit　m’6crire　sa　r6solution　｛ll　Gδnes・　　Elle

m’ afait　delnander　son　portrait　et，　pendant　que　j’6ci’ivais　cette　lettre，

on　vient　de　me　le　rapporter　dans　un　livre．〉　一　〔12〕

　　181　・g　・g　r．8ノ］29ill，Angela　とo）約束をf・〕：1：）ミラノをil．｝’］撒己し、13日に」巳ノアに

到着している。そこで9月18日まで遍留し次にフロレンスで13［1川1．｛lf伍し

ている。そして，10月13日にミラノへ只っている。だが，Angelaに思いが

けない言葉で迎へられ，彼1、こ川然とした気1’ljで日記に彼女の言葉を伝えてい

る。

　　　〈Elle　Ine　dit　que　comlne，　a　Genes，　j’ai　reste　15　jours　sans正ui　6crire，

tout　est　fini　entre　nous．〉　一一　〔13〕
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　　「1三がち1ノると今支ニトリノに行かされている。そこからStendhalは1815

年1月141ヨ，妹に手i氏を出しているが，そのなかにもS　imonetta伯爵戊ミ人

（Angela．）の言葉が涜六れる。

　　　〈La　jalousie　de　sangsue　etant　hors　des　gonds，　madame　Simonetta　m・a

repr6sentC　qu’il　fallait　faire　une　abselユce，　Elle　a　ajoute　qu’un　vainqueur

de　Moscou　Ile　cl’aignait　pas　le　froid　et　que，　Pしlisque　italie　n’avangait

pas　a　Cularo，　je　devrais　y　aller　faire　un　tour；que　cela　I’）ous　6pargnerait

une　separatlon，　quand　une　fais　nous　serions　（≡tablis　21　Venise．　　」’ai

voulu　plaider，　inしltile．　Je　suis　donc　venu　a　Turin…　〉　一　〔1－1〕

　　1月15日，トリノを出発して27日にミラノへ．1～1｝っている。そこでSten－

dha1∴こAngelaを夫うよ：九．こと彼女の「．『うが三まに忍従し．召わ｜亡これて7月

251－1まで口らすこ上になるが，佼；i：，M6rim6　i　l　Stendhalが打明：3た

Angelaの娼婦ぶりを1云えている。こらる1：i，反女の侍女が鍵穴から女主人の

寝室≡彼にi’1、iか一tたと言う。　StendhalはAngelaの娼婦．ぶノに樗然として

別れるに至った三言うのである。

　　このようなAIlgela：’1泉をぼるとぼ女の性ll＆にご小説のSansev6rina公爵

プ〈ノ＼に；口られた・［1ヒ｝i，．1のi笥貴こ：が三るで認L’．⊃られない。　1㍑かに　Ange［a　iよ

Sansev〔≦rinaの〈mod　eコ　le＞に．｛・口異ない。　しかし，　：13くまで外見i「iヨな］・己lil5に留

まる〈mod61e＞．とiil’　（i！i・kすべきで5ろう。　その性格の．〈modele＞1．11．．m6tilde

に観られるものである。けれ．ども，Angelaの）．J・訪《．L’：をSansev6rina公爵夫

人1証｝1かに継’］ミしている。公爵・：夫人のために始ば翻弄三れるMosca　fi」，．よ全

篇を通じてStendhalでちり，単にスカラ1匡の場だ1ノで1．．1ない。

　Jiuliaに就いてわれわれ1・k　Stendhalがこの・」＼説を（1‘J　l乍中にCl61iaが始

めてFabl’iceに身をまかせたあのぶ動灼な場面を1幽lilil写しながら，　彼1．こかっ

てJiuliaが口分に身をまかせた1．［1時を偲び1人1∴「悦に浸っていたと言う。

確かにJiuliaがCl61iaの〈modさle＞であることを∩がllプ＿める、言舌であ

る。Stendhal口身がJiuliaの性格1二彼が愛した他の女たちの謹より優れ
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ていたと，；Vie　de　Henri　Brulard』で回想している彼女を少々浮「「1フ：）にし

たいと思う。Jiuliaは1801！i三にイタリアのシェンナで生れている。父1．こ

Antonio　Rinieri　de’Rocchiと言い，太公の侍従でちった。　lj：はAma

Martiniと言い，非常に優れた女性であったと伝えられている。両人にil3

人の息子と4人の奴が㌻ったがAnna　l‘1：1824年2月に亡くなっている・

30年以．ヒの年」］に及んで彼女llDaniello　Berlinghieriと交際していた，

一
方，Berlinghieriぽ波女を意中の女性とし愛と反情を覚えていた．ヒ言lPれ

ている。1826己11月10日，彼ばフランス駐rEのトスカナの公使二してパリに

赴任したのでちるが，その際に彼二Jiuliaを同伴し彼女をnLLのk－E　l三て

ノeリ判ニニξ］ノト1こ；：召《「、したっ

　Stendhal　l　t　Cuvierの一リーロンで1826年の暮に彼等に避遁しているっ此の

JiuliaがStendhalに愛の素振：〕を見せ始めるの1：年がちけた1月211・iの

ことであると1『う。翌々！」に両人ll：Cuvierのサロンで一緒になり，散会の

とき彼女は進んで彼に私の馬巾であなたをお送らせて下さいと川し込んでい

る。さすがに彼ば18才の奴の気持を計りかねて驚いたらしい。Julienのセ

リフではないが〈彼女に本気かな。〉と心に思わず問うたでちろう。　1刀27

EIにJiulia　l　l：Stendha1に愛を告白し，さらに翌月の3日にもこの告白を

操り返しているが，彼は彼女の言葉をlt｝：き留めている。

　　　〈Je　sais　bien　et　depuis　longtemps　que　tu　es　vieux　et　laid．〉　．一　〔15〕

　こう囁きながらJiuliaはStendhalを強よく接吻した上言う。2，1］6日

に彼女ほ彼のr］使1二なる。召使と二MatildeがJulienに身を三かせて変

らぬ愛を誓った際c」）ちかしの言葉である。果してJiuliaもStendhalにそ

う誓い変らぬ愛のちかしとしたのであろうか。彼はJiuliaとの愛を覚、1｝：OD

なかで47才にして漸く川いることのできた戦法の勝利であるとll］惚れてい

る。

　如何なる事情が㌻ってJiuliaは彼女口身が語っている如く年取った不器

｛1｛γのStendha1に身を三；1か一ご，後述する如く結婚までする気持になったの
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か。・今口で1『こそこに計算さオLた利害があったと看倣されている。　Jiuliaが

叔父と称するBerlinghieriの姪としてパリへ来た日的1．凄子のない裕福な

彼の養女．となることであった。ところが1829年も暮れようとしているの

に，彼、トt，一・向に彼女を五女とする気配がなかった。Jiuliaに不安を感じ始

める。なんとかしなければパリと言う異国の．：ヒ地で1人きりになりかねない

ので，他の．女性よ：りも早く身をかためたい境涯にあった。それでこうした一

身上の理山から彼女i・㍑乱にStendhalに接近したと考えられている。1830．1｝三

の7月革命：i：1、：款；：1の如く彼をトリエステの公使とした。Stendhal　LI1．こそれ．で

求婚の好期が到yi．☆たと考えたのであろうか，　BerlinghieriにJiuliaとの

結婚のポ認を求めた書簡を送る。

　　〈C’est　peut－etre　une　grande　ten16rit6，2a　moi，　pauvre　et　vieux，　de

vous　avouer　que　je　regarderais　le　bonheur　de　ma　vie　comme　assur6　si

je　pouvais　obtenir　la　main　de　iM　lte　votre　niece，…Ma　fortune　2a　peu

prさs　unique　est　ma　place；j’ai　quarante　sept　ans：je　suis　troP　pauvre

pour　m’occuper　de　la　fortune　de　Mademoiselle，　Quand　je　serais　riche，

je　ne　In’en　occuperais　pas　davantage．　　Je　regarde　con／me　un　miracle

d’avoir　pu　ehtre　aim6　a　quarante　sept　ans．〉　　　〔16〕

　　此のll｝・簡に1．．1：1830年11月6日の日付が：；5る。　しかし，此の結婚：．こ社会的

イ固人自くJ原日＼；カ・ら二rミしk」｛二とf：っナこ。

　　1833年4月1口，Jiuliaに突然Stendhalにく近々私1：：結婚する一」フ定で

す。〉と，円：き送っている。彼女の予告に仰天した彼は約10日間も費やし

て返事を書きあげたと言う。StendhalはJiuliaが前後の事情からGiulio

Martiniと結婚するのは決定的なご．とと悟ったらしいが，それでも諦観でき

ず，一応，結婚を中止させようと口論んでいる。

　　〈Est－ce　que　je　connais　ce　marquis？　Est－il　plus　beau　qtユe　moi，」’ai

peine　2a　le　croire？　Quand　l’avez－vous　vu　pour　la　premiere　fois？

Vient－il　tous　les　jours　et　a　quelle　heure？　De　quel　pays　est－il？
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　　Pourqし10i　dites－vous　que　vous　serez　malheureuse？　Le　seul　malheur

est　de　Inener　une　vie　ennuveし1se．　　Sans　vouloir　vous　offenser，　car　vous

savez　combien　je　vous　suis　att．ach6，　il　Ine　semble　que　la　vie　que　vous

nlenez　depuis　deux　ans　peut　6tre　souvent　ennllyeuse．　　A　supposer　tout

ce　（lu’il　y　a　de　；uieux，　c’est　la　vie　d’une　femme　de　trente－cincl　ans，　et

vous　avez　eucore　beaucaup　de　belles　ann6es　avant　cette　6poque　de

raison．　Mais　vous　avez　besoin　d’un　mari　tel　que　l’holnnコe　de　Vignano

（ニー・Berlinghiei’i），〉一　：17〕

　　．．i’、i｝．．∵も　Jitilia　は　Stendllal宛の『r紙の「］f・」’、〕∵．）数！．・i肺1こノ：亡兄　Giulio

N4al’tini／1：’．∵∫1；！ljし，　；口：類irl　l：ジ、　k（交．1：から7L，　ts急」塞！こil！］㌧く：∵1〕、　：1⊥くもフ曳に

；1、；二（誓1；i1ノ．16・tLkc・．）了・ご；3・，L’じ：i　lノー（］H・：’こ　こ、1’　，i）：lLてし・るこ，　　’IL之！父ll：llZ・」4　！三1．ii∫　Sten・

dhalに云した以ヒにGiulio　v）．1：・・／11一資；．）；：口に；∵1み1．11，：か1ケリ．べ06！：14口に

皮と結iii：S式を・Cてr、、る。此じ．）｛』．．！“∴Stendhalに試って心外で亘ったで一：5ろ

う⊃　；；リ（1：：炉乏，↓（こレ．）汀占姫｝！こ”’1〈［II〈1．、ソこ1・；2も妾丘匡ともフ1ミっアこ」彦目亦f：　；’こちる。　しヵ、1一㌃ニカミ

ら！り∠li：，；1』」’：）　．Jiしllia　：’；〉こ／L撒；！こもづこ．㍑ミ；；11；忠宇づ～る《∫1ごと1ζ1・1i：　］ll　iil　」：う、も．［Sl、ってし、

なかった∴しいっさ丁かに波も波父じ）川婚後∵遠諺1．1（したこ．見えて，U10ケ月

三1：：・1．kk一のlilj二姿二．口㌔ていtlこ，．・が，1S341ド5月．1日にSte〔〕（．1halがGaul－

thier　　∵1　ノ．＼1こ　i：lll　：．’　7馬こ　：三：≧．i三；．：．、　tt”：1．iil：：．さ『ir　る　、二　，　　　手巨乏：一こ　．．i］1ン膓sfこ二　．il　：’1二　　JiUlia　　：こ二　1？　っ　一て二

1．、る。

　　　＜…　On　se　dit：vais　je　vivre，　vais－je　viellir　loin　de　111a　partie　ou　de

la　pa1“tie？　　Cela　est　plus　tl　Ia　mode．　　Je　passe　toutes　les　soirees　chez

une　mar（．luise　de　dix．－neuf　ans，　qui　croit　avoir　de　ゼallliti6　pour　votre

servitcur．　Quこmt　a　moi，　eUe　est　co［nlne　ull　bon　canap6　bien　colnlnode．

Helas！　rien　de　plus，　je　Il’ai　pas　davantage；et　ce〔1し1i　cst　bieii　pis，　je

ne　d6sire　p〔ls　davantage、〉　．一　〔18〕

　　しかしながら1834　f一以後の35｛1三361ド37．；t｛と彼が．．・二．Jiulia　！こ1ミった証］処

二ないが，1837川にJiuliaの養父・Berlinghieri　Jl）S亡くなる．と，翌年の8
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月と9月に彼1ミ彼女に会っている。すなわち，8月3日と9月16日に彼女

三訪問し，遂に9月21日，JiuliaはStendha1の再度の挑戦を受けたと言

う・彼ほ歓三のためか気取りのためか英語で〈She　gives　things＞と記して

いる・その後も而人の関係1こ彼の死まで続いたのである。そして，Stendhal

がiLa　Chartreuse　de　Parme．1を創作し始めたのは1838年9月3日のこと

でろる，そのFIから2週間を経てJiuliaは再び彼の召使いとなった。この

ような両人の昆系：itこの作晶のFabriceとC161iaとの関係を連想させるな

にかがちる。

　此の：第21：｛1でる二AngelaとJiuliaとがf乍家Stendhalと如何なる愛の

かかわ1）方をしたのかを諜知することで彼女たちの作品像への投影を求め

た。i；L　Jizども，われわれ研究者のある者は〈modele＞論を過小に評価する

頭日が三る，：」るmodさ正eが完在したことを実証するだけで終ったとする研

究：三三がひかる評1；i盲を導いた二言えるが，それほ問題の把握の仕方が短絡的

認識のなかで決定されているからである。作中人物の〈modさle＞は読者に

も研究片にも野次．［．i3的興味を確かに提供しよう。　しかし，〈modさle＞論をそ

こまでと・㌢える二変に研先の注さがある。〈modさ1e＞が作家に如何なるかか

7）り方をしたのかをそのU｛’F諏で考える態度が必要なので5る。此の作品で

Stendhal　l二こ〈modeles＞からi’i三中人物の心理の真実性を得ることに成功し

ているのでちる。そして，此の心証が小説を執筆している作家に執って如何

なる意味を㌃っているかを江は完に発表した『Le　Rouge　et　le　Noir』論や

二Lucien　Leuwen’i’ilSですでに説明しておいた。

〔第三章〕　作 品 像

　此の’1・説を読みrパしわれ読者が感じる印象は実に巧妙な伏線が作品像を強

烈にしているこ三でちると，亙には思われる。伏線の使用と作中人物が伏線

に如何なるからみ方を演じているかがこの小説を形成していると看1孜しても

差支えない。1．cl」えば，　Balzac　l：三StendhalにBlanさs師に作品に執って不
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必要であると忠告したが，Stendhal　l：〔彼の忠ltll一を聞きいれなかった。　1二い

うの（．．1：この作品の1膓∫1の伏線はBlan6s師えミその役割を果しているからでち

る。先に私ぱPred6stinismeとも言うべき伏線の研究を：＝Lucien　Leuwen』

論のなかで口川して吉いたので、此の研究で∵伏線の一投論に就いてほジ1．1

迫＞1くしないc

　　’1こでf）　1・えtSるfl：糸nをll∫］1ばミ！こ：；一ることメ≡㌶∫3｛’；t‘つ、1栗1工三し』二う’　と．ILII、・i．：

　　Fabrice　もJulien同ほNapo160nに覚える憧｛景を人’｝／・のlill出こす

る。　｛一れいJulienに執ってNapo160nの象激で拍る1［llを見るこ上がノ＼｛｛

への第1歩であったようにFabriCeも鷲を』．L］る．　FabriCe　l・t　I　Tapo160n　e’．）

エルバ島脱出を知ってn己の行動を決定する。

　　　＜Le　bateau　a　pris　terre，1’agent　a　par16　bas　a　mon　pere，　qui　a　chan－

96de　couleur，　et　nous　a　Pris　th　Part　l）oul’　nous　annoncer　la　terril）le

nouvelle．　　Je　Ille　tournai　vers　le　lac　sans　autre　but　que　de　cacher　les

larmes　de　joie　dont　Ines　yeux　6taient　inond6s．　Tout　a　coup　21　une

hauteur　immence　et　a　ma　dl’oite　j’ai　vu　ull　aigle，1’oiseall　de　Napolbon；

il　volait　majestueusement　se　dirigeant　vcrs　la　Suisse，　et　par　consCquent

vers　Paris．》一　〔19〕

　　かくてFabriceばワァテルローlllU受に．1訪［1する。．一方，　Julien　l：：Napo・

160nの肖像を後生大事にする。彼等の情熱1：：づ一でに鷲が象故している如く

地」二のもので1．．ミない。そこに㍑塵以にまみれた俗人1．こいない：空に住ごもの

は汚れてにそこに留まれない。雨水となって地ヒに；客ちる。Fabriceほ作ぷ

の分身となる前に父としてBlanさs師を持ち，1．こ‡としてSansev6rina公罵・

夫人を持った。両人は我が了’の運命を気遺う。ク”リアンタかろ出征するにiこ

余りにも無邪気な彼に夫人は1λくも予言する。

　　　＜－Parlez　donc　avec　plus　de　respect，　dit　la　comtesse　soumant　au

milieu　de　ses　larmes，　du　sexe　qui　fera　votl’e　fortune；car　vous　d6plai－

rez　toujours　aux　holnmes，　vous　avez　trop　de　feu　Pour　les　ames　p1’osa一
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iques．》　一　〔20〕

　　Fabriceにワー・・テルローから無事に帰ること1．こできたが生家へは戻れなか

った。兄の告発で追われる身となっていたのでちる。彼の石r／llのちいだに．．iこ

人の境遇にも変化がた．った。夫人にスカラ座で！禺然会ったパルム公国の

Mosca伯と親しくなっていた。その縁でFabriceもパルムへゆくことにな

る。それから4年後に作ぷi．．こ物語をTi］：び始める。　Fabrice（1：Marietta　との

気粉れの恋からク’リァンタに一・時身を隠す。　そこで彼が．芯ったの㍑Blanさs

師でちり，JulienがCh61an　i’1「ijからそうされた如く，83才’を過ぎた老川1ミ

彼の運命を∫”r”ilする。　BalzacがStendhalに不ピ・要でちると指摘した問1遍

の部分でちる。それ1．こ第8↑；tと第9．？；tに読三れる。Blanes師、ト1：Fal〕riceが

ワァテルロー戦役につ加し牢獄と無縁で4－　］》　・）ったことを知って，

　　〈　Eh　bien，　ce　fut　un　rare　bonheur，　car，　averti　par　lna　voix，　ton

合me　peut　se　pr6parer　2a　une　autre　prison　bien　autrement　dure，　bien

plus　terrible！　Probablemei．〕t　tu　n’en　sortil’as　que　par　ull　crime，　Inais，

9「ace　au　ciel，　ce　c「ime　I〕e　sera　pas　commis　par　toi．〉　．一一　〔21〕

　　此のBlanes［i「1iの」三言バShakespeareの傑作で．．5るlMacbeth　lの紳託

が示した重さをやがて伏線の形態を次って拡ノくするで：r；．ろ三．。このヒ川のP

言ほ陸語ならぬー［’！l実の響きを絶えずFabriceの耳許で餐で続1．1“るでちろう。

すでに彼1．1：この予言の現実性を1迭じとっていた。

　　　〈J’ai　pour　ainsi　dire　succ6d6　：1　sol／　etre　－一・et　cela　sans　le　voし110ir

ni　le　pr6voi1’eII　auc　llle　Tnaniさre！　Gare　la　prison！…Le　pr6sage　est

clair，　j’aurai　beaucoup　a　souffrir　de　la　prison．〉　一．．一こ2211

　Fabriceの運命、’．こまさしくその通りとなるであろう。　StendhalにFabrice

の如く情熱的な人lllj　l’ミ平凡さを．超越しているがゆえに単純に抗；“を信じると

読者の疑問を想定してか答えている。これ1こあらかじめBalzacが発したが

如き疑問に答えた結果ともなる。そして，作ぷ二罪を犯丁こ1～ひとを準備する。

しかも作家にすでに2人の女性を登場させている。例の如くStendhal・］・説
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の女性像はこの作品にあっても踏襲されている。Stendha1は1人の主人公

に2人の女主人公を配偶することを彼の特許の如く考えていた。2人とは母

性的な姿勢を示すSansev6rina公爵夫人（伯爵夫人はパルム公国でSansev6・

rina公と形式的な結婚をしたがゆえに公爵夫人となる。）と，もう1人は

Matildeの役割を作品で演じるCl61iaとであるが，　JulienがR6nal夫人

に覚えた愛をFabriceは若いCl61iaに覚える差がある。すでにSansev6・

rinaはBlanさs師同様Fabriceの将来を予言していることを確認しておい

た。いま1人はMatildeより早くすでに第1部の第5章で姿を見せる

Cl61iaである。彼女は舞台に登場するやすでに公爵夫人がFabriceに示し

た感情を見抜いている。

　　＜Aprさs　les　premiers　moments　donn6S　a　la　politesse　et　aux　commen．

taires　sur　le　petit　incident　qui　venait　de　se　terminer，　C161ia　Conti

remarqua　la　nuance　d’enthousiasme　avec　laquelle　une　aussi　belle　dame

que　la　comtesse（－Sansev6rina）parlait　a　Fabrice；certainement　elle

n’est　pas　sa　mさre．〉一〔23〕

　此の2人の女性はFabriceが予感した宿命に決定的役割を占めることで

作品の女主人公の資格を果している。先述した如くFabriceが意識して愛

し続けたのはCl61iaであるが，一方，意識するしないにかかわらず全編に

わたってFabriceを愛し続けたのはSansev6rina公爵夫人である。夫人は

彼女自身がFabriceの運命を開眼するのは女性であると，占ったが，その

役を自ら演じたのであり，Blanさs師の予告によるとFabriceのために罪を

犯すひとの役割を引き受けたのである。夫人は甥である彼が生れたときか

ら成長するのを見守ってきた。しかし，ワァテルロー戦役から帰還した

Fabriceは少年ではなく退ましい美青年に変貌していた。それで，夫人は彼

をときには母性的に，ときにはいわゆる恋の感情で愛し始めるのであるが，

その愛は12才のCl61iaがすでに見抜いた感情であった。しかしながら夫人

自身も膜然とではあるがFabriceに覚えている気持の性質を感じとってい
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た。そして，此の感川已勿1何なる場面に遭遇しても六人に執って彼がある限

り永遠のものである。早くも試練の1つが顔を見せて夫人を懐然とさせる。

・今夫人は　Fabriceの将りこを彼と活しあっているD六人∴ぽにちな撒こ1．こ情烈

的だから極㌘に走：．）やすいと息告する。夫人の息告に対する彼の」墓答1こ以下

である。

　　〈－Moi　enthousiaste！　　r6P6ta　Fabrice：6trange　accusation　！　　Je　ne

puis　pas　meme　etre　amoureux！　　－Comme；．［？　s’6cria　la　duchesse．

－
Quand　j’ai　1’honneur　de　faire　la　coロ1’i．1　u：1e　beaut6，　m6me　de　bonne

naissance，　et　d6vote，　je　ne　puis　penser　21　elle　que　quand　je　la　vois．　Cet

aveu　fit　une　（t　range　iMPI’ession　sur　la　duchesse．〉　一．一　〔2．1〕

　　また」・ヒの2人の繍｝；已二Moscaイ1：1の二・（つくところとなる。　M（）sca　lll1は

Fa｜〕riceに好1ぷを1口えただ：ナに彼o）1‘・∵↑口はいっそう深い。　彼㍑1’1．分の｛1口）に

ジr〈安になる。　｛・のよう〆∫　｝v正osca　イIR・，股弐ll：ll・ら太乞〉∵さら1こク至rl口に㌧・：／，1，カ、

う。つまり，SansevCrina乙ご爵夫人がFabriceを’○一てL、るEMosca伯

に密告・するc，イ白の∵∴二悩1．：頂点に達する。

　　　〈…elle　l’aime　conlme　uTI　fils　depuis　quinze　ans．　La　git　toし1t　Tllorl

esprit：comllコe　urユfils　…　　nコais　elle　a　cess6　de　le　voir　depuis　sa　fuite

pour　Watel’loo；mais　eI／revenant　de　Nal）les，　surtout　Pour　elle，　c’est　un

autre　homlne．　Un　aL！tl“e　homme，　r6p6ta－t－ii　avec　rage，…〉　　一　〔25〕

　　このように気も狂るわんばかりに芦悩するMosca伯∴その．夜∵ニミ爵夫人

の部堅へゆく三いと決心するが，我慢できなくなった波∴μこ’トにもかかわら

ずゆくことになる。ところが完の定Sansev6rinaは．　Fabriceと2人き：）で

あった。伯の話を六人’i　，i：一ヒの空で｝三」いているっ遂にMoscaは残忍な．；5えに

とらわれて実］．1’に移そうとする。彼は短剣を手にとりFabriceを刺殺！4自

分もU殺しようとするが果すことができない。

　　＜ll　devenait　fou；il　lui　sembla　qu’en　se　penchant　ils　se　donnaient

des　baisers，　121，　sous　ses　yeux．　Cela　est　impossible　en　ma　pI’6sence，　se
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dit－il…　〉　一　〔26〕

　　だが，決定的な思いに突きあたると彼のるらゆる決意は消失してしまう。

今，狂人のようになっている彼の頭脳にあってもその思いだ1パこ明白であ

る。Mosca伯1．こ思う。ここで無礼を働：ナば夫人を夫う。と。

　　　＜et　121，0u　pendant　le　voyage，　le　hasard　peut　alnener　un　nlot　qui

donnera　un　nom　a　ce　qu’ils　sentent　1’un　Pour　l’autre；et　aprさs，　en　un

illstallt，　toutes　les　cons6quences．〉　一　〔27〕

　　此のMosca伯のFabriceに対する嫉妬から遂にSansev6rina　ir：Fabrice

に覚えている感情の性質を杉えざるを得なくなる。夫人1：：待女からMosca

イr｜の穿：馨を知って＞i　17：きくずれながら．少｛ドから百年に成艮したFabriceをll

分が愛しているのでちろうか。と，深L噸悶に捉われることになる。　．・方，

Fabrice　l．〔叔iJ：で．；5る公爵ミ人にぐ：、なたを愛㌧ている〉と，　Ii　1・　［’1する破目

になることを極変に・1’1；∫；｛．1る。止ヒのぼ張を避けるたこ・：’）に彼1こ，恋’」i乏劇を演じる。

丁度，相了・も：女優で㌻るMal’iettaで：il、る。この女に1こGilettiというコメ

デfアン．が伝淀㍍ゴllしてついている。かくて舞台の｝：1㍍1．い～く。街道で

Fabriee　i　l：Gilettiこ・設して官憲の目・を逃れてボロー二tttに｛”i：く。そこで

Marletta　］二「司1．．il，．；一る。　三ころが今度∵ちる1自爵・の情婦　Fausta　に巴1をしか

けるDだが，彼1！：恋の所作二．：1一絶えず川釈つこ1：でやってのける。恋人ばこん．な

具合いに女を扱うので．．1ジ・う。．．｝二，だから彼に一L巻の・）1冬・し；tで，

　　　〈Fabrice　osa　revenir　il　Bologne，　plus　convaincu　que　jamais　que　sa

destin6e　le　ccndanlna｛t　2ユ11e　jam：is　connaltre　la　partie　［iobIe　et　intellec・

tue］le　de　l’alnour．　C’est　ce　qu’il　se　donna　le　plaisir　d’expliquer　fort

au　long　il　la　duchesse…〉　・－　i、28〕

　　と，　作六∴Fa’　briceしノ）心を㍑；写しているが，　．只母が彼に泡いている愛を

Fabrice　l．ミ避IY　」”こ｝．・が目1｝｛」で，1’1冷∴正をもエ1〔剣に愛する資洛がない。．と，

叔母にも告げ同時に自分にもそのことを納得．させることに；丸心している。　．ド

巻に入ると，彼がパルム宮廷内の政争・からBlanes師の」；，1’通り投獄さ2］．る
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描写が第14．章二第15章と続く。そして，Cl61iaとの再会がまた憲兵たちを保

証人に行’なわれる。

　　　＜－ll　me　semble，　mademoiselle，　lui　dit－i1，　qu’autrefois，　prさs　d’um

lac，　j’ai　d6jCt　eu　rhonneur　de　vous　rencontrer　avec　un　accompagnelnent

de　gendannes．

　　Cl61ia　rougit　et　fut　tellement　interdite　qu’elle　ne　trouva　ancune

parole　pour　repondre．〉　一　〔29〕

　　このように彼女二気持が乱れてしまい口をきくことが不．可能であった。こ

の態度はC161iaにしてみれば2重の不幸となった。返事ができなかったこ

とからFabriceが自分を愚かな娘と看倣すであろうこと，・今1つはコモ湖

の学でごうれほどの恩を受けながら知らぬ顔をしていた忘恩がそれである。

　　Fabriceが牢i．lllに入れられたその夜，公爵夫人は内務大臣Zurla伯の夜

・会にあでやかな姿を見せていた。Zurla伯がFabrice逮捕の当時者である

ことをまったく知らない夫人は陽．気に振舞っているが，すでにFabriceの

逮捕をlll［iって）t・るCleliaの随1．．k：fり・かる夫人を眺めて異常に輝く。一方，夫

人もかかるCl61iaを認こ・5て驚かざるを得なかった。　　　　　　　　　　’

　　　．〈1…depuis　urユe　heure　elle　la　（－Cl61ia）　regardait　avec　un　plaisir

assez　rarellleIlt　senti　a　la　vue　d’une　rivale．　Mais　que　se　passe－t－il

donc？　se　demandait　la　duchesse；jamais　Cl61ia　n’a　6t6　aussi　belle，　et

1’on　peut　dire　aussi　touchante：son　cceulny　aurait－il　parl6？　…Mais　en

ce　cas－121，　certes，　c’est　de　l’amour　Ina正heureux，　il　y　a　de　la　sombre

douleur　au　fond　de　cette　animation　si　nouvelle…》　一　〔30〕

　　’ll実，　Cl61ia、，こ．．，ic．7’yに執って恋iJL．となるが，それを知るよしもない夫人

こCl61iaの川ll：llの相手の穿燥に熱中している。夜会が始まって10時頃夫人

1．こFabriceの逮捕をIJa’1らされることにーなる。

　　　＜…elle　p含1it　excessivement；C161ia　lui　prit　la　main　et　osa　la　lui

serrer．　－Je　vous　remercie　et　je　vous　comprends　maintenant…vous
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avez　une　belle　arne！》　　　〔31〕

　　そして，Cl61iaは涙を見せまいと必死にこらえながら公爵夫人がサロン

を去ってゆくのを眺めて，心のなかで思うのである。

　　　〈Jamais　je　n’oublierai　ce　que　je　viens　de　voir；qしlel　changement

subit！　　Comme　les　yeux　de　la　duchesse，　si　beaux，　si　radieux，　sont

devenus　nnornes，6teints，　apres　le　mot　fatal　que　Ie　marquis　N．　est　venu

lui　dire！　　…Il　faut　que　Fabrice　soit　bien　digne　〔i’6tr’e　aim6！…〉　．．一

〔32〕

　　と，夫人がFabriceに覚えている愛にC161ia　l：：IU、・三高：．．llる⊃そ1．て，

彼女．1：〔5年前のあの超近を想起する。Fabriceの1：J：と公頁］・i三人が如何に大．・］［

に彼を扱っていたかを追想し，夫人の愛情の深みを彼女ll：1．！i’［測する。そ川∵

Stendhalが恋愛の第1歩．とill股してL、る驚湾をCl6▲iaに1∫・えることにな

る。つまり，Cl61iaの閲心il：Fabriceを：：1色えず的とせざるを口・な（なるっ

　　Sansev6rina　lk彼を〕占捕されたことで太公に．1，iSt；i　j．⊃れ：．このである⊃や：つ

て，夫人㍑この仕打を太．公の命を奪うことで復1「㌃1ーる。しかし。1．蔓讐を口っ

たとしても彼女の苦悩は絵されるこ．とはな｝．、c　Zurla伯爵1「：：：：う⊇帰った．1．1人

ぱ苦悩の果てに狂人の如くになる。｛．れでも披女ほJulienの如き！∫’為に出

て舞台から消えることを許るされていない。Stendhal∵’L・・㍑から正乱の．㌧3

界線をさまよう彼女の姿をal3’舌に描写し杭llぴる。こ；」　1．程辛Ll、「元場におかねた

女性がこんなに克明に描か；IZた例ばない。それビ：．多分次の且甚白からで㌧ろ

う。作家．は夫人がFabriceを熱烈に愛してL・るのに，その1｝○を彼．∠ξL口；↓

にこの場に及んでも忙らせまいとしているからで．ちる。

　　　＜Comment　peindre　le　moment　de　d6sespoil’qui　suivit　cet　exposξ　de

la　situation，　chez　une　femme　aussi　peu　raisonnable，　aussi　esclave　de　la

sensation　pr6sente，　et，　sans　se　l’avouer，6perduinent　amoureuse　du　jeune

prisonnier：？　Ce　furent　des　cl‘is　inarticulds，　des　transpo［’しs　de　rage，　des

mouvements　convulsifs，　mais　pas　une　larme．〉一一〔33〕
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　　にもかかわらず作家は夫人の狂乱が一・応落ち着きを取り戻すと，そうした

狂乱が何に原囚しているのかを作中人物にも告白せざるを得なくなる。

　　　＜Puisqしle　je　Ile　peux　fllir　ce　lieu　d6test6，　il　faut　que　j’y　sois　utile

a　Fabrice：vivre　seul　solitaire，　desesp6rCe！　　que　puis－je　alors　pour

Fabrice　？　Allons，　inarche，　malheureuse　fe111me；fais　ton　devoir；va　dans

Ie　Inonde　feins　de　ne　plus　penser　il　Fabrice　…　Feindre　de　t’oublier，

cher　allge！〉　一　〔34〕

　　やがて，彼女の気持∴落．ち着いて；1）　ili　lf．Lに‘」；：態を観寮し女台めるcそうなる

と，彼女が真先に［］惜しいと残念がるの∵Mosca伯の廷’臣ン；ミリであった。

夫人に伯が悪るい人でぱないが気の弱い人で．．1；1．），彼女rl身やFabriceの

持って生れた心の高貴性がないことを認湿㌢るsそれで，凛女1：：伯に別れノこ

いと川しでる．とともに彼女がFabriceに覚えている受の性「ITに触れている。

つまり，その愛の性質1ミ本能的なものであり，第3音から非麗されるような

関係は一度もないと伯に告げる。そうした告白にもかかわらず伯の日から

Fabriceの名か洩2r．しる．と．六人㍑異様にゴ三りU‘．lliする。　こうした精神錯乱をi・r

う彼女の炬悶1：：Fabriceカミ出獄するまで続くことになる。彼が∪殺される

という噂さが絶えず流れていたからで5る。作家にFabriceをラi：獄に入れ

た儘にしていたが，夫人の心理］’li［1汚：がすむと，　Fabriceの《口写に励む。彼は

C161iaとの芭返が5年前で芯ったと夢想している。突然，波バ自分が何処に

いるのかを川る。その思い㍑Blanさs師の予∴につながる。

　　＜Quoi！　j’ai　besoin　de　me　raisonner　pour　etre　afflig6　de　cette　prison，

qui，　colllllle　lc　dit　Blanさs，　peut　durer　dix　ans　colnme　dix　mois？〉　一

〔35〕

　　塔牢の窓卜’がCl61iaの部屋であ：」社交．界嫌いのた［・⊃か彼女il・N．1｝を飼っ

ている。Fabrice｛：こその小丸が彼女のものであることを知る。小鳥の世話を

するために必らずC161iaがそこへ姿を見せる笛：である。塔一ヒに居るFabrice

と塔下に居るCl61iaとだ1．ナの世界が始めてここで描写されることになる。
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　　　〈II　la　suivait　ardement　des　yeux：…　Ne　sommes－nous　pas　seuls　au

monde　ici？　se　dit－il　pour　s’en　donner　le　courage．　Sur　ce　salut，1a

jeune　fille　resta　immobile　et　baissa　les　yeux；puis　Fabrice　les　lui　vit

relever　fort　lentement；et　evidemment，　en　faisant　effort　sur　elle－meme，

elle　salua　le　prisonnier　avec　le　mouvement　le　plus　grave　et　le　I）1us

distant，　mais　elle　ne　put　imposer　silence　a　ses　yeux；sans　qu’elle　le

sClt　probablemerlt，　ils　exprimerent　un　instant　la　piti6　｜a　plus　vive．

Fabrice　remarqua　qu’elle　rougissait…〉一　〔36〕

　　Cl61ia　l．；：1司’情力・二，　Fabriceに心を．∫∫：れる。　彼．女〔i身1．こFariceに’1；iZえた

気持が’1；罰「r［から恋心に変’化してII）＜’べ持にほ躊錯せざるをil｝ない。　Mosca

伯がそうとべつくよ：）ユ’，！iy∫に彼．女1．こSansevεrinaがFabriceに抱いている

愛を見抜いていたからでちるっだか三1ピ女ば公窮・大ノkの心の口痛を思いや

る。　そして，　．’7」’，lli：心のFabrice：〔公爵：IC人のこともMosca　lr1のこと

もパルムの宮廷も：｝三ったく念頭にない。　1㌘○の1．こCl61iaだ1『でちる。かく

て作家：こC161iaが公爵大人以ヒにFabriceを愛する姿を読f皆に阿く必要に

せまら，i’しる。

　　　＜…　personne　dans　Pam〕e　ne　doutai［（lue　Fabrice　ne　fOt　bient6t　mis

b　mort：lui　seul　rignorait；mais　cette　affreuse　id6e　ne　quittait　plus

Cl61ia，　et　collllllellt　se　serait．．elle　fait　des　reproches　du　trop　d’int6ret

qu’elle　portait　21　Fabrice？　il　allait　P61“ir！　…　Il　est　vrai　clL．le　cet　ailnable

jeune　’n　onl　Tlle　6tait　attach（）il　Ll・p．・e　autre　femme　！　　C161ia　6tait　profond（｝－

ment　malheureし1se，　et　sans　s’avouer　bien　pr6cis6inent　le　genre　d’intr6ret

qu，elle　Prenait　2a　son　sort：…　〉　一　＼37〕

　　Cl6iiaはこのようにSansev6rinaのl」｛；’ピを意識しなが．らもFabriceのこ

とが忘れなくなる。i．1除が取りつliられてFabriceにC161iaと良い見るこ

．とが不AJ能になっていた。　このLj［情をあらかじめ知っていたC1・eliaバ1］除

をじっと眺めて彼のことを弓えていた。ところが突然，日除の一部分が外さ
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れて彼が顔を見せ，彼女がそこに来ていたことが知られてしまい，Cl61iaは

狼狽のあまり逃げ去る。Fabriceは疑う余地のないC161iaの愛を見た。そ

して，作中人物の創造者である作家はその瞬間がP芝の生氾のなかで比類のな

い最も美しいものでちった。と，Fabriceの心を代弁しつつ，一方では

C161iaに彼女の心理状態を悟らarrる。そのFlもlii∫の噂さでltFabriceが遂

に処刑されるとのことで5った。だからCl61ia　l．こ姿も隠さず、鳥部屋で1時

間半もFabrice　E話をしていた。　そのとき，CI61iaはもう自分の気持を偽

ることができなくなっていた。その証拠に彼女1．こSanseverinaを心・の底か

ら憎悪していたからである。　尺人にぴってC161iaがこうした態度にでるの

1一こ仕方がないとしても，次のFabriceの独白を知ったら彼女ほ気がふれて

しまったでちろう。

　　＜…pour　lui，21　cette　heure，　elle　avait　cinquante　ans，－Grand　Dieu！

s’ecria－t－il　avec　enthousiasme，　que　je　fus　bien　inspir6　de　ne　pas　lui

dire　que　je　raimais　1　　II　en　6tait　au　pOillt　de　ne　presque　plus　pouvoir

cornprendre　comment　il　l’avait　trouv6e　si　jolie．〉　一　〔38〕

　C161iaを熱迂しているFabriceに執って：こSanseverina　lこ追・iコという名

の過去の時間でしか’1：きていない。彼に執って現在の時llljに口きている女性

1．こC161iaのみでちる。

　　＜…tandis　que　1’image　su1〕lime　de　C161ia　Conti，　en　s’emparant　de

toLlte　son　ame，　allait　jusqu’i　lui　donner　de　la　terreur．〉　一　〔39〕

　これらの・川ll文1こ第18；1’このものでちる。　従って，第19「；Fこ≡Cl61iaの日分

に対する気拶を決定的にliYii’！，！したいと願うFabriceのうせる恋心が文；；〆こを

走っている。　た人と彼との愛を真筆なものと思いこんでいるC161iaは呂易

にFabriceの三（持を受け入れる気になれないでいる。　しかし，波が毒殺さ

れるかもしれバ不安が彼女のIL・を動揺させて彼の烈心な懇願に負けて両人は

上と下で会話をかわすようになる。

　こうした2人をよそにC161iaの結婚1｝舌がもちあがる。　Mosca伯が
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Fabrice　の1；1：iiiの：tこめに夫i；ll：の’iil’がLえる三，　Fabio　Conti　l．；：：：；）”：，［1．・’．！ミ．］見しD好

考幾こ二（三ン》1．）1’ILLc・／〕プ≒ミ，こ｛を・三上l」1ζし．；1う　Ll；ば‘戊　C・161ia　」三　Crescenzi｛k1：：改ミ洛糸占

婚させよう．・二しf：。拒めば修道院・・1）かさ1るをiU・7、1：くな：」，Fab1’ice二二六え

なくなる彼女li：仕方なしに．・i：ミ！川するc　Crescenzi侯1こiEiiJi；i口・ご況㌧てCt（）iia

のたUにセレナー一デを歩t’1繁にll．1．i£させる。　Fabrice∴気になる7：こ恋する弱み

から以女に’く1こII・1ねT．．て訊ねずにいる。こんな1：き，；；1た，　Fabriceかil」’，　i．／T：．ll

れる，Eいう［i．：：．．’．：か．・段．と真1｝lllに1冷やかれるので，　C161ia　l　l：ピアノ／・1’．］1いて波

に【○“r：i　U）臼：㌃・ri［1　i㌶、－ii－［．kうこ二つ一るc，　し．　r．，・し，　t、、っそう，　ll二〔三な∫口1．㌧；三．≒・・ンニロ己

彼1二’川こない，1、：ノ．／L・　L，這にシャツを破いて㌍ノ罫1三り，Cl61iai．二直．バ1三㍑す

る。

　　第20．1’1’・：に入るヒ　Fabrice　の：鉦1’1：か1．i／i’iJ／1．：、ll．る。　Sansev6rina　kノ＼の1’：一：／／1：

カミ幸日し、らンれ．－C）T己　d‘）［］jli，，iEによる；口1言ゐミ日∫f走になる。　：近し、：1日末1月正㌘1〔二・i三’る　Il　L、う

合図も彼19：Cl¢liaを愛しているノ1．ll∴：し．くi，r．いめFabriceが憂｛’：llそうにして

いるので不安になったCl61ia　l　l：そのlm川を卍、ねる。

　　　＜－Je　me　vois　sur　Ie　Point　de　dotirier　un　grave　sujet　de　rn6conten・

tementξl　la　dし1chesse．

　　－Et　que　peut－elle　exiger　de　vOI．ls　que　vous　lui　refllsiez？　s’ecria

C161ia　transport6e　de　la　curiosit6　1a　Plus　vive・

　　－Elle　veut　que　je　sorte　d’ici，　lui　rCipondit－il，　et　c’est　th　quoi　je　ne

COnSentlral　jamals．

　　Cl61ia　ne　put　r6pondre，　elle　le　regarda　et　fondit　en　larlnes．〉　・一　〔40〕

　　実際，Fabriceに牢獄から出たくな1、・と，ランプの光で公爵・．12人に会図し

た。夫人の方は彼が気がふれたと思うが，Cl61ia二口分のせ｝。・で彼が牢に留

まると思うと嬉しい反面辛らくなり，公爵夫人の命令をきかないのなら修道

院へゆくと彼に告げる。

　　眼慢なSansev6rinaの；こ：度に．立腹した大公∵Fabriceを本気に（1元殺しよ

うとRassiとその丁段を企だてる。ところが男爵にな1－）たいRassi　iこ大公
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　を裏切：）．一切をMosca　l白に告げる。伯は夫人にこのことを知らせる。それ

　で，夫人1・］1脱獄準1・1；1の合図をFabriceに送る。

　　第2P；｛：に入ると夫入が泥棒にして自：！］主義者のFerranteと；｝nりあう。

　BalzacがいみじくもDon　Quichotte　とIE鵠をついて名付けた如くイタリ

　ァに共和制が到：；ikアることを夢みる男でちる。そして，彼日身もその完現が

　夢物語でちることを1｝口っているがゆえに垣間見た公爵夫人を烈愛する。真に

　愛する首バすでに相手の奴隷とならざるをえないもので5る。かくて夫人は

　彼に助勢を頼む。授はNapo］60nに味方したという理由で死刑を宣告され
’

　て逃亡している熱狂的な男で5る。FerranteはFabriceの脱獄を援護し，

その後，夫人の意図を見抜いて太公を拭殺する。丁度，その頃にCrescenzi

侯の妹の結口式があり，’このおり夫人はFabriceが脱獄の際に使用する綱，

文字鋤それ1こF・b・ice・〕・；・珊であるが，その糸1∬をCleli・にi・；’1・itる。

Cl61ia≡父の敵に協力することになる1’］Uを亘めながらもFabriceを愛す

　るがゆえにぺ人との約束を実行する。

　　万22「1こ：：：Fabriceの脱1．llこが舞台となる。彼は逃亡には成功したものの愛

するCl61iaから遠く離れたために自白の身になっても一向嬉しくない様子

でちる。Sansev6rina　lミ彼；が恋をしていて相1：がCl61iaでちることを知

　り，　口己のll三1｝のことを杉えた：）してFabriceをつい責めてしまった。　こ

のような！：lr俗な弓えを抱いた〔1己を夫人は面口なg思う。なぜならSanse一

t　　　令

vcrlnaに執って高貴性の失格を意味したがゆえに無惨な気がしたのである。

そして，Fabriceは逃亡の地でパルムの塔やCleliaの部屋を画いて注らし

ていた。夫人の従僕のLudovicから彼は：Ul報を聞く。その報告と己Ci61ia

とCrescenzi侯との挙式が迫まると1［1］時に彼女が病気がちであるとのこと

であった。あるとき，パルムの大公が亡くなったことが報告された。遂に

Ferranteが夫人との密約を実行したのであるが，此の予定された報告を聞

いた夫人はCI61iaのことばかり恋想するFabriceを眺めながらつぶやく。

　　〈La　duchesse　regarda　Fabrice．　J’ai　fait　cela　pour　lui，　se　dit－elle；
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j’aurais　fait　mille　fo｛s　pis，　et　le　voila　qui　est　12a　devant　moi　indiff6rent

et　songeant　白　une　autre！〉　　　〔41〕

　夫人の長いモノローグが終る頃，Mosca伯から大公が亡くなったという

正式の書簡が屈く。それで，また，宮廷摘写を作家に始める。まさしく

Balzacが評した如くMachiavelの世界が展開される。

　　〈Enfin，　il（＿．Steτ〕dha1）aecrit　Le　Prince　moderne，　le　rolnan　que

Machiavel　6crirait，　s’il　vivait　banni　de　1’ltalie　au　dix－neuvieme　siecle．〉

一
〔42〕

　しかしながら，此の第23章に於ける夫人の長いモノローグを読むと，われ

われ読者に彼女自身がこの作品で演じている役割を聞かせてくれる文章があ

る。それをここに引用して観たいと思う。

　　＜J’ailnerai　Fabrice，　je　serai　d6vou6e　a　sa　fortlme；lnais　il　I／e　faut

pas　qu’il　rompe　le　rrユariage　de　la　Cl61ia，　et　qu’il　finisse　par　1’6pouser…

Non，　cela　ne　sera　pas！〉一〔43〕

　夫人はBlanes師がFabriceに予言した通り罪を犯して彼を牢狂から救

出したし，そればかりか先述した如く彼女自身が予言した女性の彼に対する

献身を自ら果してきたことを上記のセリフは端的に示唆している。勿論，

Cl61iaとて牢塞長官である父を裏切ることで，倫理的犯罪をなし，　Blanさs

師の予言の役，換言すれば作家の創作⊥の伏線の役をSaDsev6rinaととも

に実行する結果となっている。

　第24章に読者が日を移すと，パルムに戻った夫人が才能を遺憾なく駆使

する姿が眺められる。彼女に例の難題極まる3件を巧妙に裁く。第1ぱ

Fabriceに対する判決文の処理。第2は彼の逃亡を助けた11↑たちに対する当

局の追求の回避。第3に大公暗殺の1件。これらを夫入が巧みに処理してゆ

くあいだに第25章の幕があく。

　Fabriceがパルムに到着していることを知ったCl61iaは生きた心地がし

ない。彼女はかって彼が批閉されていた塔を眺めるc作家：’］1そこまでは描写



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『パルムの僧院』　　151

していないが，多分，Cl61iaは毎口Fabriceがいた部屋を眺め暮らしたで

あろう。　ところがどうしたことかそこにぱFabriceがいて彼女に川やかに

挨拶しているのを認める。Cl61iaぱ今度こそ彼が殺されることを知ってい

る。Fabriceの脱獄で彼女の父を先頭に牢獄に勤務するすべての者が彼を憎

み切っていたからである。食事の時刻が迫まる。㍑入1）の食膳が彼のところ

へ確実に運れるにちがいない。牢舎の料理場で働いている老姿がFabrice

は足を先にして牢獄から川る筈であると，彼女に話す。さらに彼女の叔父の

don　Cesare師も兄の長官と喧嘩別れをして牢氷から去る。　かかる光景を口

撃したCl（｝liaに〈夕食のとき毒をkYiった〉と，思う。事実，彼女が直鏡し

た通り食物にll≡混入していた。それでC161ia㍑今こそ一｝ミを助1ワ⊇ばなら

ないと思う。こう決心すると彼女1こ蹴「；1することなく行動に移る。長官の娘

である特権を利用して牢氾の制1ヒをふil）切りFabriceの牢へ駆け1：ltる。彼

はまさに食べようとしていた。彼ll：彼女から怜も二妻が六にものを言う調jlで

〈あんた食べたの，〉と，訊ねられて驚☆し，c161iaを抱］：／’flliし接1：IJする。し

かし，まだ丁・をつけていないと返⊃1｝：をしたら恐らくCIC’liaのこと信仰心に

戻り，抱抗から脱けてこの場を去ることをFabrice∵感じとる。それで，

彼1二こ彼女を偽り1三！分1こ毒がまわりやがて死ぬと答える。かくてCldiaは

Fabriceが余川｝にあると信じ，

　　〈－Omon　unique　ami！　　lui　dit－elle，　je　n］ourrai　avec　toi．　Elle　le

serrait　dans　ses　bras，　colnme　par　un　mouvement　convulsif．〉一こ44〕

　あらん限1〕の情熱を見せるC161ia　l．1：芙しく無意識にFabrice　l　l：衝動に移

る。そんな彼の衝動に彼女はまったく抵抗を見せなかった。

　〔江1〕に就いて，Sainte－Beuveのこの批難（一：．Causeries　dt．1　Lundi－：

のなかで註釈の形式を執って語られている。彼にこれから述べることバ真実

であると，あらかじめ断っている。

　＜…Vers　ce　temps，　Beyle　vendait　a　la　Revしle　des　Deux　Molldes　une
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s6rie　de　nouvelles　italiennes　qu’il　se　proposait　de　faire　et　dont　il　n’y

eut　qu’une　ou　deux　d’achev6es．　　Il　reCut　pour　cela　la　somme　de　3，000

fr…Or，2a　sa　Inort，　on　trouva　dans　ses　papiers　la　preuve　que　ces　3，000

fr．　avaient　6t6　donnCs　ou　prさt6s　par　lui　a　Balzac　qui　fut　ainsi　pay6　de

son　610ge：un　service　d’argent　contre　un　service　d’ainou卜propre．　M．

Colomb，　ami　intilne　de　Beyle，　et　qui　eut　a　mettre　en　ordre　ses　papiers、

a　lui＿nneme　certifie　le　fait．〉　・・一　〔45〕

　　此の文口のちとでSainte－Beuve　r］身は文学的名1‡と金儲が同居している

の≡私の1くG．iiを［，・T∴，Cた一12一ると称している。そして，　Stendhalに就いて波が

この註をも合んで語っているのik，　Stendhalが亡くなって約10年がすぎた

1854年のこ三で：if｝る。　Sainte　Beuveぱ若！・・世代がStendhalを復活させよ

うとしている。．と，先づ5らためてStendhalを取り挙げた理由を述べてい

る。勿論，此の論文のなかで彼1こi℃hartreuse　de　Parme．」を論考している

わ：ナであるが，5まり妊意的なものでバない。と、．亨うのはStendhalがイタ

リアを爪・愛していることが彼には面白くないらしい。それで，彼はStendhal

が嘲諜のミ」象としftこフランスを擁護したいとk張している。具体的には

Stendhalがこの．’1、説で描写した情熱的恋愛の典型とぐ了微すイタリアの恋愛

よi）もフランスのそれの方が日分1こ好きである。と，述べている。それゆ

え，かかる見；那と言うよ：りもむしろ偏見とも言える見解を基準にこの小説を

正当に批評することができたのであろうか疑問である。

　　引川文の原典，及び，その．頁

〔1〕　1．lenri　Martineau：L’（Euvre　de　Stendhal．　Ed・Albin　Michel　p・536・

〔2〕　Jean　Prevost：La　Creation　chez　StendhaL　Ed．　Mercvre　de　France　p346．

〔3〕　Henri　Martineau　l　L’Oeuvre　de　StenClhaL　Ed・Albin　Michel　P・542・

（4〕　Ibide．，　p．543．

〔5〕　Balzac：Etudes　sur　M．　Beyle，　Analyse　de　La　Chartreuse　de　Parlne．　Ed．

　　　D’art　Albert　Skira．　p．12．

〔6〕　Ibide．，　P．13．
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Lettses　a　Mme　Hanska　l　Ed．　Les　Bibliophiles　de　l℃riginales

Henri　Martineau：L’（Euvre　de　Stendhal．　Ed．　Albin　Michel　p．550．

Stendhal：Vie　de　Henri　Brulard．　Ed．　Pleiade　p．50．

Henri　Martineau：Le　C（eur　de　Stendhal．　Ed．　Albin　Michel　p．279．

Stendhai：Le　Journal　Ed．　Pl6iade　p．1113－1114．

Stendhal：Corr．，1812－1816　W．　Ed．　Le　Divan　p．308－309．

Stendhal：Journal　Ed．　P16iade　p．1299．

Stendhal：Corr．，1816－18121V．　Ed．　Le　Divan　p．333．

Henri　Martineau：Le　Coeur　de　StendhaL　Ed．　Albin　Michal　p．174．

Stendhal：Corr．，1821－1830　VI．　Ed．　Le　Divan　p．318－319．

Stendhal　：Corr．，1832－1834珊．　Ed．　Le　Divan　p．66．

Ibide．，　p．272．

Stendhal　l　La　Chartreuse　de　Parme．　Ed．　Pl6iade　p．49．

Ibide．，　p．51．

Ibide．，　p．171．

Ibide．，　p．55．

Ibide．，　p．101．

Ibide、，　p．136．

Ibide．，　p．154．

Ibide．，　p．157．

Ibide．，　p．157．

Ibide．，　p．244．

Ibide．，　p．269．

Ibide．，　p．274．

Ibide．，　p．275．

Ibide．，　p．276

1bide．，　p．280．

Ibide．，　p．282－283．

Ibide．，　p．314．

工bide．，　p．316．

工bide．，　p．321－322．

Ibide．，　p．322－323．

Ibide．，　p．323．
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　〔40〕　Ibide．，　p．342．

　〔41〕　Ibide．，　p．403．

　〔42〕　Balzac：Etudes　sur　M．　Beyle，　Analyse　de　La　Chartreuse　de　Parme　Ed．

　　　D’Art　Albert　Shila　p．17．

　〔43〕　Stendhal：La　Chartruse　de　Parme　Ed．　Pl6iade　p．404．

　〔44〕　　Ibide．，　p．437．

　〔45〕　Sainte－Beuve：Causeries　de　Lundi　T．　Neuvieme．　Ed．　Librairie　Garnier

　　　Freres　p．338．

副論文その五　Stendha1とCabanis

　〔序論〕

　StendhalとHelv6tiusを論考した際に私にId6010gueはStendhalが現

実の生活でバイブルとしていたと比愉したけれども，実二彼IC］身がCabanis

の「RapPorts　du　physique　et　du　moral」に自分に執ってバ・1ブルであっ

たと，「Souvenir　d’Egotisme」の第五章で回想しているので主る。その文吉

を引用しておく。

　〈M．de　Tracy　avait　6t61’ami　intime　du　c61さbre　Cabanis，　le　pさre　du

materialisme，　dont　le　livre：Rapports　du　physique　et　du　moral，　avalt

6t6　rna　bible　a　seize　ans．〉　一　〔／〕

　　〔木論〕

　Stendha1がCabanisを本格的に研究し始めたのぱ1805イ｛三の1月以降と

思われるが，われわれがCabanisの名を読むのはそれより2年前の1803年

のことである。丁度，10年後の1813年7月20日の日記に次の如き回想が読ま

れるからである。

　　〈Je　pense　en　1803　a　Sagan　que　nous　btions　trop　s6vさres　envers

Cabanis…　〉　一　〔2〕

　此の引用文から明察される通り最初の研究ではStendhal（ミCabanisを

好意のある態度で読みはしなかった。1805年1月24日に次のような不満を覚
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えたと洩らしている。

　　〈Je　vais　il　l’6cole　de　M6decine，21　dix　heures　pour　lire　l’Ali6nation

Mentale　de　Pinel：la　bibliothさque　est　ferm6e．　Je　vais　au　Panth60n，

je　lis　le　premier　Discours　de　Cabanis　sur　les　Rapports　du　physique　et

du　moral．　La　manibre　d’6noncer　les　faits　Ine　semble　si　g6n6ral　qu’elle

en　est　vague．　Cet　auteur　ne　me　plaGt　point，　lire　Bacon　et　Hobbes．〉

一
〔3：

　　しかしながら，後年，序論で指摘した如くかかる見解をStendhalはi散回

することになるのであるが，約30年後に：涯かれた1’Vie　de　Henry　Brulard』

でばCabanisに対して1805年の時点で示した厳しい態度を忘れて尊倣の念

を披区している。

　　＜…et　lisant　La　Bruyere，　montaigne　et　J．－J．　Rousseau　dont　bient△t

　1’emphase　m’offensa．　Lti　se　forma　IIIoll　caract6re．　　Je　lisais　beaucoup

aussi　les　trag6dies　d’Alfieri，　m’efforcant　d’y　trouver　du　plaisir，　je　v6n6－

rais　Cabanis，　Tracy　et　J．－B．　Say，　je　lisais　souvent　Cabanis　dont　le

style　vague　Ine　d6solait．〉　一　〔4〕

　　さて，StendhalがE“のようにCabanisの哲学を把］f・llして彼自身のものと

してゆくかを研究するために1．．こ，CabanisのSensualismeを充分に理汀し

ていなければならないが，Helv6tius，　de　Tracy三同じく，Cabanisも1g世

紀にCandillacのSensualismeをf云えた。　Cal〕anisがMirabeauのじ治

医であった．ll［実から推察されるが，彼のSensualismeは∵1］1［学と合戊ご

れ，いわゆる今日の心理学を誕：’i．こさせていると評価されている。それで，

Cabanisによると認識は外的惑覚からのみ生ずるばか：）でなく内的感覚から

も生ずる。実例を挙げると外的刺戟がなくても夢や狂Uや神経の［lfC（障などが

存在している。此の事実から内的感覚が外的感覚同様，存在していることを

Stendha1の言葉でIN　ll．；’すればCabanisに観察しているのでちる。要するに

Cabanisが無意識の行為をlllJ題として扱っているところに，　Condillac，
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Helv6tius，　de　Tracyとの相異点をわれわれは観る。だから彼によると

Condillacのちの有名なロボット以前に胎児のうちから入間1．ミ認識Tii　ii旨とな

ることになろう。

　　それゆえ，StendhalがCabanisを研究するこ．とで，彼はCondillac，

Helv6tius，　de　Tracyなどの単数的〈Vision　du　monde＞から復数約〈Visi－

ons　du　monde＞へ開：i艮され，人閤の認識がより復’離なるこ．とをCabanisか

ら示教されることになる。

　　Stendhal∵先にHelvCtiusの哲学に次の如き不満を抱いていた。

　　　〈J’ai　enfin　Iu　un　ouvrage　qui　me　sembre　bien　singulier，　sublime

en　quelques　parties，　m6prisable　en　d’antres，　et　bien　d6courageant　en

toutes：1’Esprrit　d’｝lelvCtius．　Ce　livre　m’avait　tellement　entraln6　dans

ses　premiさres　parties，　qu’il　m’a　fait　douter　quelques　jours　de　1’amiti6

et　de　l’amour．　　Enfin，」’ai　cru　reconnaitre　qu’　He正v6tius，　n’　anynt

jalnais　senti　ces　douces　affections，　6tait，　d’aprさs　ses　propres　principes，

incapable　de　les　peindre．　Comment　pourrait－　il　expliquer　ce　trouble

inconnu　qui　saisit　a　la　premiらre　vue，　et　cette　constance　6ternelle　qui

mourrit　sans　esp6rance　un　amour　allum6？　　Il　n’y　croit　pas　a　Cette

constance　dont　j’　ai　oui　citer　tant　d’exemples；y　croyez－vous　vous－

meme？Croyez　vous？〉一〔5〕

　　此の．F紙がlli：かれた時期にStendhalは彼の友人Edouardの妹Victorine

を口己のJulie　と〔7倣して思いをよ一t．｝たのであるが，空しい恋であった。

従って，彼の心バ〈ce　trouble　inconnu＞で一杯であった。

　　止の文章で問題．となっているのは自分自身にも判然としない無意識の行為

である。かかる認識の領域に於いてはHelv6tiusもde　Tracyも完全に無

力である。それで，このような庶意識の．領域でStendhalに光明を与えて呉

れたのがCabanisで、：：i3った。勿論，　StendhalはこのCabanisの次のBiran

を研究してさらに光明の度をこの領域で高める。
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　　次に引用する文章已Stendha1がHelv6tiusから感じた不満を解消する

のに役立ったであろう。また，此の文ほStendha1がCabanisをどのよう

に研究し把握しているのかをわれわれに教旨しているものでちる。

　　〈Je　vois　dans　Cabanis　que　nors　agissons　souvellt　pour　satisfaire　a

des　besoins　qui　viennent　d’aprξ∋s　des　id6es　qui　viennent　de　1’int6rieur

du　corps　au　cerveau．　La　r6union　des　d6sires　qui　nous　viennent　de

cette　maniさre　se　nomme　instinct．　Conclillac　a　elltiさ1’ement　m6connu

Yinstinct．〉　一　〔6〕

　　StendhalにHenry　Brulardの教育の完成が18031i万・ら1806午にか1㌦て

終ったと述べている如くこのCabanisを読んでいた町期に古．今の有名な［ξll

作，例えば，Racine，　Corneille，　Moliere，　Shahespeal’e　などのもの，ちる

い（：．；：小説ではJ・－J・Rousseau　やMrne　de　Staelのものを読みながら，一

方で’i’t’これら作品の創作σ）秘密を，Helvdiusやde　Tracy，それに現庄

われわれがテーマとしているCabanisなどの：種々のi’ii’i念を適川して，明白

にしようと研究に余・念がなかった。そして，Stendhal　l：窮極lt人1｝！］の認識

こそが創作力を増大させる秘訣であることをじった佗であった。

　　先に副論文その四で二StendhalとHelv6tius，1というテーマで1．lelv6tius

を論じたのであるが，Helv6tiusの絶えざる注意力，すなわち，ものにうち

こむ情熱，そうした品烈こそが全てでちるという命已にSって注意力1．こ内［’ltj

要求，換言すれ．ば∬i；li望に他ならな1．・。従って，　Cabanisに於！、、てii：Helv6－

tiusの命題二心理学1’1勺分野に前進している。かかる．．・連のId6010gueの真

髄を着実にたどるStendhalが人間の情熱や愛に就いての知識を㍑実に口己

の智慧袋に収めてゆくことになる。

　　続いて，2刀7EIの日記には，　Helv6tiusとCabanisから得た観念を

Stendhalに見事に結品させているのが観られる。

　　＜Les　hommes　ont　des　passions　diff6rentes．　L’amour　senti　par　Crozet

　シ　　　　　　　　　　　び

n　est　polnt　le　menle　que　l’amour　senti　par　Beyle（－Stendhal）．　C’est
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tout　simple，　ils　ne　peuvent　etre　charm6s　par　les　mellコes　objets，　puis－

que　ces　objets　leur　font　des　impressions　diff6rents　et　qu’ils　Inettent

leur　bonheur　dユns　des　6tats　diff6rents　et　l’合me　et　du　corps，　ou，

pour　mieux　dire，　du　dernier　seul，　corps　etant　pris　darls　le　sens　de

Cabanis．〉　　〔7〕

　　ノ＼㍑ユ：まそJi　1そ㌃れf固’？σ）｛乍に｝カミ膓き’三るよう（こ，　そ元．レご㌧｛∫タCこ〔も！・！kL　tlる。　よく

言われるように文ポ辿：川’人1’色なc’）でちるから個々の趣昧も丁㍑万別であ

る。此の事実を9．　tendhal　l：ヒ記にi”用した文911’iに観られる通1）Cabanis

から啓示されたことになる。

　　SteIldhalが述懐しているように1816年にCabanisの1”Rapports　du

physique　et　du　moral　lが彼に執ってバイブルでちった．と｛1’｜1：lr（していること

からも以．卜’のこ．とii：∵渇に推寮しうる。すなわち，翌1｝：の1817年，彼の友人

Crozet　二c）協ノ」にtlる　1．1．．listoire　de　la　peinture　ell　Italie：ik　Ster】dhal

がこのバイブル三そのぐ．k適’川しているのが観られる。人間の行為の訓・幾を

説明するのに大いに役tt：てている。

　　今　・1．：吐805年に見るが，此の年から数年が経過した181rlこに　Stendhal

に先述したCl・ozetと共にCabanisを熱心に！ili：究していたのでちる。彼

のCabanisに11・F一る1こ1倒i；1りば例の如くUPaulineに伝わる。

　　　〈Tu　dois　6tre　eiinuy6e　de　Cabanis．　Voici　an　extrait　que　Crozet　et

moi　avolls　fait　de　la　partie　la　Plus　essentielle：les　temP6raments．〉一

〔8〕

　　これ三で引川してきた万ん．ビの文！’；重が明らかにしている通：），波ぱCaba－

11isを読み始め／こ’1’1初ばか1）でなく一ヒ記引川文にも読1〔れる通1）数1・1三をすぎ

てもな‡∫，彼1：Cal．）anisに∵・ユ’して膜然としたイく満を覚え続けた。　というの

も数学を愛好して1り」解をln要況するStendha1はCabanisの｝1‘tなる’y：実を

観察に理論的根拠0．川羨薄を認めて不安を覚えざるを得なかったのでiSる。彼

にその観念に帰納法’を認き力るに至らなかったのである。
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　　しかし，人生に何li与までも学佼ではない。人目認識の秘密は実生活の体験

あってこそ，その人間に脚．ナる鍵を与えるものである。理屈では割り切れな

いものも人’ヒ体験の豊饒さフし波に証明．をぷじさ一1±る。CabanisにStendhal

が示した已江1とにしくかかるものであった．と言うべきであろう。

　　1813：．£になるとStendhalはCabanis哲’学を’1ミ認する立場を示した。彼

のCabanis観1：：．変化したのでちる。すでに本論の冒頭で引用したし1813年

7月20日に次の如き反省の色彩が濃い．告白が日記に読まれるようになった。

　　〈Je　pense　en　1813　a　Sagan　que　nous　6tions　trop　s6vさres　envers

Cabanis．　　I　l　fallait　voir　dans　son　livre　des　observations　et　non　des

assertions．　Peut－on　nier　a　un　astronome　qu’une　comさte　par　lui　obse’

rv6e　a　fait　tel　mouvement2

　　11dit　l’avoir　vu．　La　cause　de　ce　mouvement，　il　l’ignore．　Cabanis

ne　prouve　point　qu’un　homme　a　teint　jaune　ait　n6cessairement　ce　que

nous　aPPelons　le　caractさre　Inoral　bilieux，　il　dit　seulernent　qu’il　l’a　vu

… 　〉－　19〕

　　このようにHelvetiusやde　Tracyの平面的［比界’観がCabanisに於いて

1．こ空間へと拡大され，復数性を呼び立体的世界観となり現実味を帯びてく

る。それで，その結果，Stendhalは反．省を知り彼の精神も素直にかかる影

汽1をこうむる。人間を認識することに絶えず注意を向けている彼に執って自

己ほど確実な研戊ヒ対象にない。他人の心の動きは坦1解しがたいが自己の心の

分析に於いて．，1：意識されたものに対して倣底して臨みさえすれば誤謬に落ち

る確率も少ない。此のことがStendhalをして臼己認識の追求に走らせる原

因となったのである。

　　＜La　chose　qui　Ine　Inanquera　le　plut　t6t　lorsque　je　vieillirai，ce　sera

la　m6moire．　Le　passage　suivant　de　Cabanis　est　une　description　rigou．

reuse　de　ce　qui　se　passe　en　moi．　Mon　attention　se　r6pand　sur　un　objet，

et　puls　passe　allleurs．…
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　　Etre　passionn6　pour　une　chose，　et　puis　l’oublier　tout　a　fait，　tell　est

mon　histoire，　nel　comporre…　　Cela　Pose　et　senti　bien　nettement　dans

Inoi，　voici　le　passage　de　Cabanis：

　　　（Remarquons　que　la　sensibilit6　se　comporte　a　la　maniさre　〔1’un

fluide　dont　Ia　quantit6　total　est　d6termin6e，　et　qui，　toutes　les　fois　qu

’il　se　jette　en　plus　grande　abondance　dalls　un　de　ses　canaux，　diminue

proportionnellement　dans　les　autres．〉　一　〔10〕

　　Stendhalは桔熱的でありながらも，ある時にに〔1分ながら冷ηミと思える

自己の性質を反省しつつ，Cabanisに以．ヒの説明を求〕．うて，自己認識の頂点

に到辻している。　このようにStendhalが私淑するJ．－J．　Rousseanの性

質を説明するのにも妥当であるこの文章1．1：，こうし．たStendhalの日己、；忍識

が結局生涯変ることのないことを，今一度ここで私がピ論文の．1三題として主

張し続けたことを’明確にしておくもので三る。

　　さて，Cabanisの『RapPorts　du　physique　et　du　moral　1がStendhalの

『Histoire　de　la　painture　en　Italie』に大いに影野していることを指摘して

おいたが，F．　M．　Alb6rさsに　『Le　Naturel　chez　stendhaピのなかで？．」，（の

Cabanisの文章を引用しつつ『Le　Rouge　et　le　Noir」にお1．、Fる　Julienが

Renal夫人にピストルを射った行為の説明を求めている。

　　　＜…il　y　a　dans　1’homme　un　autre　homme　int6rieur，　dou6　des　ln6mes

facult6s，　des　memes　affections，　susceptible　de　toutes　les　d6termina－

tions　analogues　aux　ph6nomenes　ext6rieurs，　ou　plut6t　dont　les　faits

apParents　de　la　vie　ne　font　que　manifestei’an　dehors　les　dispositions

sec「さtes，　et　「eP「6sente「　en　quelque　so「te　les　op6rations．〉　・　　〔11〕

　　Cabanisは〈corps＞と〈penser＞にsensationを加算するのでちるが，

その復雑性と融合性との成果ゆえに現代心理学に接近してL’ると言え日よ

う。此の意味でF．M．　Alb6rさsはCabanisがその時代より進んでいた尺度

で，Stendhalの小説がわれわれの現代小説に近ずいていると比較して
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Julienを次の如く解剖している。

　　　＜C’est　ull　autre（honlme　interieur）qui　agit　a　la　place　de　Ynlien

Sorel，　10rsque　celui．ci　abandonne　tous　les　projets　qui　lui　tenaient　b

coeur　pour　courir　a　l’Cglise　de　Verriさres．　Ce　n’est　plus　l’etre　1・aison－

nable　et　calculateur　que　nous　connaissions，　mais　un　nouveau　Julien，

qui　selnble　men6　par　la　pouss6e　de　1’inconscien！，　lors　de　I’6clatement

d’une　crise．〉　一．　〔12〕

　　此の二La　Rouge　et　le　Noir．：に就いてlk．私ほ本学の紀1要の第五巻第・一．・号

で論考’しておいたので私自身の見解に関して：．しこれを一㌘照して頂きたい．と思

う。ここでは上記のF・M．Alb6rdsの見1；｝’「ilに就いてのみ紹アi・しておく。

　　ところでStendhal㍑1＝Lucien　LeUW「en，1のなかでナンシー社交界のみな

らず愛するChasteller夫人の前ですらそれ三で無口でぎこちない礒子しか

見せていなかったLucienが突然，ある晩，たいへん館．舌になり皆を驚かせ

ると彼の変貌ぶりを描”j：している。

　　〈1’abord　Inadame　de　Chasteller　fut　6tonn6e　et　amus6e　du　change－

ment　dont　elle　（三tait　t6moin；mais　bient6t　elle　ne　sourit　plus，　elle　eut

peur　a　son　tour・…　ce　n’est　point　un　jelme　homme　sirnple　et　bon．…que

j’6tais　sotte　de　le　penser∫．〉　一一　〔13〕

　　私㍑この：．Lucien　Leuwen．1に関しては本学の紀．要第．．三巻第．・・り・で詳細

に研究した作品と作者の関係に主題を求めて論文を発表しておいたが，その

際にLucien　L’，1：Stendhalの小説にあって他の如何なる主人公たちよりも作

家Stendha1の分身であることの深還度が強よすぎると示唆しておいた。そ

れで，先述したことや．ヒ記引川文に相等する文意のある著述を探すと，「Vie

de　Henry　Bru　lard　，1のなかのCabanisと閃連した文」；’こにそれが≒うる。以下

に引川しておく。

　　　＜J’ai白6　homme　d’esprit　depuis　l’hiver　de　1826，　aupaI’avant　je　me

talsals　par　paresse，　Je　passe，　je　crois，　pour　1’ho【nme　le　plus　gai　et　le
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plus　insensible，　il　est　vrai　que　je　n’ai　jamais　dit　un　seul　lnot　des　femrnes

que　j’ailnais．　J’ai　6prouv6　absolument　a　cet　6gard　tous　lee　sympt6mes

du　tenip6rainent　m61ancolique　d6crit　par　Cabanis．　　J’ai　eu　trbs　peu

de　succC）s．〉　一一一　．．1・1〕

　　次に1、ii，j　iX1となるσ）∵1＝La　Chartreuse　de　Parme　lに於：．ナる　Fabrice　の

CaballiS的ll’為とオ∫るで5ろう。しかしながら私rl身1．㍍う・かる種類の見解を

今ここで述べるの1．．こ控えたいと思っている。というのほ次回の紀要でゴLa

Chartreuse　de　Palme’の研究・を発．表したいと1．］．下思案illだか；でちる。そ

れで，此の冷．1（でほ：．Le　Rouge　et　le　Noir．：の場合UI［ljじくF．　M．　Alb6－

rさsの1、Ll’ ∵Sを｛1‘’｛1ド⊇に留、’⊃たい．三思う．，　Alb6res　l．1：．先ず例のki1くCabanis

の　IRapports　du　l．）hysique　et　du　Inoraド　から．．之ここを・］1川一1～ることから始

こ・J）る。

　　　〈…　L’dOvation，　la　d61icatesse，　ln　puret6　des　penchants　moraしlx，　d6・

pendant　de　cel’taines　6motioll　vives　et　profondes，〔．lui　tienllent　a　exalta・

tiOn　de　la　9．　enSibilite　gel16rale　OU　：1　Se　CO［lcentl’atioll　Clans　CertaineS

organes　Pal’ticしlliel“s．〉　・・一　「：15〕

　　それで，此の1」1川文1∵llの：5とでAlb6rdg　l．．I　Fabriceに就いて以ドのi／il〈

：冷じてい㌫コCl61ia　Contiに立ミを1．．た1］芝が示一i～：邑lll：［こそ：「：に　Cal〕anis　のi二

記・川ll二（三ぶ！9：i・k現一1一るものでちるとr：！．liこすのでちるっ

　　　くL’（）IIIotioll　resgentie　par　Fabi’ice　a　la　vue　de　C161ia　Conti　1’exaltation

de　la　sensbilit6　qlゴ　elle　I）roduit　soudaineinent　cllez　lui，　le　transfor】nerollt

et　le　marqLtel’OIIt　d（｝finitivement；ce　jellne　libertin　ull　peu　6tourdi　et

aux　conqueles　faciles，．lmoul’eLlx　de　l’aventure　et　de　la　vie　se　decouvria

peu　il　Pell：IMi（le　la　solitude　et　de　la　contempla［．ion：illle　trouvera　d’au一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
tres　bonhellrs　（］lle　de　vivre　dans　une　tour，　sl　la　vOlx　qul　Iui　｛）1alt　peut

Pai’veTli「　jus｛：lu’　a　ses　oreilles．〉　一　　：16〕

　　ここ・i〔で．l　vり．われはS｛endhalがどのようにC：lbanisを51日’Eし，把握し，
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自己のf乍品に応川してきたかを詳細に調査してきたのであるが，此の小論を

終えるに際して今．一渡副論文その六との閃係もちって，Cabanis哲学の真髄

が如何なるものであるかを確認しておきたい．と考える。Stendhalの：』Hist．

oire　de　la　peinture　en　Ita正ie』，及び，二つの小説にニヒ述した通りそれぞ

れ1坦確に　Cabanis　哲学の影縄三と指摘しうる」易面がある。　こうした1り］、証は，

彼がCabanis哲学を完全に自家薬籠中のものとしていることをわれわれに

示唆したものと看1、［ikしうるであろう。それで，　F．　M．　Alb6r6sにほCabanis

哲学の本質を見事1こ要約した文章があるので，それを次に引川したいと思、

う。

　　　＜Plusieurs　philosopl〕es，　et　melne　physiologistes，　ne　reconnaissent　de

sensibilit6　que　l2a　oU　se　manifeste　nettemeI〕t　la　conscience　des　impre－

sslons：cette　conslence　est　a　leurs　yeux　le　caractξ∋re　exclusif　et　distinct

de　la　sensibilit6．

　　Cependant・on　I）eut　l’affirmer　sans　h6sitation，　rien　n’est　plus　ir〕suffi－

sant　Pour　i’expIication　des　ph6nomenes　id6010giques＞

　　Autrelllent　dit，1’hoinTne　agit　souvent　sans　en　prendre　conscience，　et

ses　gestes，　ses　attitudes，　sollt　cependant　des　manifestations　de　la　sensi－

bilitG…

　　Cabanis　a　montr6　ce　m6canisme　qui　existe　dans　tout　homme．　Il　y　a，

21　c6t6　de　l’exp6rience　extrelne，　une　exp6rience　interne，　et　il　c6t6　de　i’

actlon　volontaire　et　raisonn6e，　un　automatisme　incollscient　qui　6chappe

an　contr61e　du　moi．〉　一　’1117〕

　　われわれの二ば1（と行動とが問題こなっているのでるるが，．ちる汀学がそれ

らを．どう扱うかがその汀学の恨本命遡とな：），定義にその真髄を観ることに

なるでちろうと思う。そして，上記引川のF．M．　Alb6rさsの．文・・；定∴こかかる

：意義に於いて正にCabanisの哲学なのである。　Cabanisのいう〈Sensibili－

t6＞ほStendhalに執って絶えず感じられたものであり，彼が鋭敏に自己意
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識しているいわば完治することのない病巣の如きものである。しかし，

Cabanisにあってほ三た完全に納1与しきれなかった無意識と行為の函数関係

をStendha1がMaine　de　Biranの読者となるにおよび，よりいっそうか

かる問題に関しての明晰性を得たと！賠りれる。それゆえ，副論文その六ほ

〈StendhalとMaine　de　Biran＞の1莫｝係を論考することになるであろう。

　引川文レニ）；㍑典，　1／tび，その頁

〔1二　Stel〕dhai：Souvenir　d’Egotisme，　Ed．　Pl6iade　p．1459．

〔2’：　Stendhal：Journal，　Ed・　Pl6iade　p・1270・

〔3、　　Ibide．，　p．608．

〔4二　Stendhal：Vie　de　Henry　Brtihrd，　Ed．　Pl6iade　p．44．

〔5：　Stendhal　：Corr．，　Ed・　Le　Divan　T・1・P・161・

〔6〕　Stendhal：Journal，　Ed・　Pleiade　P・608・

〔7〕　Ibide．，　P・796・

〔8〕　Stendhal：Corr．，　Ed・　Le　Divan・　T・H丁・P・306・

〔9〕　Stendhal：Jourrlal　Ed．　Pleiade　p．1270．

〔10〕　Ibide．，　p．1278－1279．

〔11〕　F．M．　Alb6res　l　Le　Naturel　chez　Stendha1，　Ed、　Nizet　p．95．

〔12〕　Ibide．，　p．95．

〔13〕　Stendha1：Lucien　Leuwen，　Ed．　Pl6iade　p．924．

〔14〕　Stendhal：Vie　de　Heury　Bralard．　Ed．　Pleiade　p．46．

〔15〕　F．M．　Alb6res：Le　Naturel　chez　Stendhal，　Ed．　Nizet　p．100．

〔16〕　Ibideり　p．100．

〔17二　Ibide．，　p．96－・97．

副論文その六　StendhalとMaine　de　Biran

　　〔序論：

　Maine　de　Biranの名をわれわれはStendhalの1805年頃の日記に始め

て読むことになる。例えば次の一，二例挙げてみよう。

くAchet6　pendant　nivδse　les　deux　volume　de　Tracy　et　maine　de

Biran，131ivres．〉一　〔1〕
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　　　《Ce　jour　devait　6tre　un　des　plus　agr合able　de　Ina　vie，　et　l’a　presque

6t6　en　effet・　J’ai　travail16　avec　Gripoli　a　Biran　trois　heures　un　quart．〉

一
〔2〕

　　StendhalがIdeologueの研究を深めるとき，最後に　Maine　de　Biran

に到達したこと二必然の結果でちる。StendhalのId6010gueに対する研究

のjE確な明察Ss’　i）を現代のフランス哲学史に証明している。　Stendhal自身

のId6010gue研究の出発がCondillacであった如くMaine　de　Biranの］：『

学一ヒの出発もCondillacであった。しかしながら，　Helv6tius，　Cabanis，　de

Tracyなどがそうであった如くこのMaine　de　BiranもまたCondillacの

〈Sensualisme＞に修i］・1を意図することで自己の哲学を形成することになる。

それで言Biranの哲学とは如何なるものであり，如何なる意義を示すもの

でちろうか。此の意義の解明こそ彼の哲学の本質を明らかにすることにな

る。ただし，此の場合私．はあくまでStendhalとの関係に於いて研究したい

と思う。そこで，彼がBiranの哲学から何を研究し取得しているのかを明

らかにしたいと思、う。

　　　〔イこf論〕

　　Maine　de　Biranに，彼が書き続けた日記である　i＝　Journal　intime、］を一

瞥すれば一一目瞭然としている如く極度に鋭敏な感覚を示している哲学者であ

った。その・例として次の文章を引用しておこうと思う。

　　《Je　suis，　par　ma　nature，　dou6　de　l’aperception　interne，　et　j’ai，　pour

ce　qui　se　fait　an　dedans　de　moi，　ce　tact　rapide　qu’ont　les　autres

homInes　pour　les　objets　ext6rieurs．〉　一　〔3〕

　此の引川文からも容易に推察されるが，彼の哲学の根は先ずCabanisの

哲学領域におろされることになる。Condillacが感覚をもっぱら外部に求め

たのに対して，BiranはCabanisと共に外的感覚の存（Eのみではなく，対

当の価値で内的感覚フシ：仔在することを説明する。例えば，触覚に於いては何

物かが皮膚に触れた場合，われわれはくすぐったいようなぷ覚を知覚する。
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　従って，かかる印象は能動的なものではないので，Biranは受動的印象

　〈impressions　passives（＝sensations　proprement　dites）〉と名ずけている。

　　さらにBiranは運動の能力が感覚の根源であることも直観していた。す

　なわち，Claude　Destutt　de　Tracyが説明する運動と全く同じ意味に於い

　てである。例えば，われわれが手を動かして物に触れてみる場合である。従

　って，Biranはこの印象を能動的印象〈impressions　actives（－precepti・

　ons）〉と名ずけている。そこで，われわれの観念となる知覚はこの能動的印

　象を通じてのみ得られることになる。

　　Biranがこのように自己の哲学を基いた時代をそれ以後の時代と区別てし

　生理学的時代と哲学史は称している。それは1805年までをいうのであるが，

　その時代の彼の著作には1802年のrlnfluence　de　l’habitude　sur　facult6

　de　penser』がある。此の著作の題命が示教する如く感覚の場に於ける習慣

　の作用を重視する。習慣はその性質上から受動的印象と能動的印象とに反比

　例する属性を有する。受動的印象は深かまるに連れて益々不明瞭になる。わ

　れわれが日常体験から認識している如く臭は習慣となることで消滅してまし

‘う。反対に能動的印象は習慣が進むにつれて益々知覚を明瞭にさせる。われ

　われの観念はこの作業でいっそう明白になる。この事実から認識は能動的印

　象がその母胎なることを理解するのである。それゆえ，精神の発達は能動的

　習慣による。

　　次の段階でBiranはCondillacの〈Sensualisme＞を決定的に修正する

　に至る。Condillacの〈Sensualisme＞は認識が事実に基かねばならないに

　始まる。すなわち，換言すれば一切の事実が還元される原始的事実があるこ

　とを意味している。ただ，感覚論者は感覚を持って原始的事実と看倣する場

　合，単なる感覚のみでは認識が成立し得ないことに気ずかなかった。此の点

　に問題があると考えたBiranは感覚に動的要素を附与して，原始的事実と

　は自発的努力であると定義したのである。此の自発的努力が認識の基石とな

　る。Biranの哲学もここに至ると明らかにDescartesに接近している。け
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れども，Biranが〈Sensualisme＞からtli発していることが両者の差を明確

にしていることはいうまでもないことであるが，Descartesの〈Je　pense，

donc　je　suis＞はBiran｝こ執っては〈Je　veux，　j’agis，　donc　j’existe．〉とな

る。かかる唯物論的思ξ方法の立場をとった彼も悦年に1こ沖に就いて思索し，

遂にPascalに接近している。以一ヒがMaine　de　Biranの哲学でうる。

　でにStendha1がかかるBiranの哲学を研究し如li∬なる影響を受：．17，ど

れ程Biranの哲学の：・1｛1：染を受けたのかを以下に明瞭にしたいと思う。　Maine

de　Biranがどれほど感．覚の鋭敏な人間であったかを，彼の口記を引用する

ことで説明し，その人間像の一一部｝をわれわ：iτに窺うことができたこ思うので

あるが，一’方，Stendhalも絶えず震える感覚に悩まされる人i；1で三、った。

Maine　de　Biranの読日．｝：に熱1．11していた］805年当時，彼1：：女優のMelanie

Guilbertに恋してL／た。彼女の姿．を見ると激しい惑liflの口．にみまわれてし

まい，口をきいて女に気に入られるような文句の．．一・つも言えないn己を情け

なく思うのが常であった。

　　《．「Je　n’ai　po｛nt　eu　d’esprit，　j’6tais　trop　trouble；en　revanche，　en　en

sortant，　il　m’est　venu　une　prodigieuse　qLialitit6　de　choses　tendres　et

spirituelles．　Quand　je　serai　davantage　perception　et　moins　sensations

je　pourrai　Ies　lui　dire．〉　一　〔4〕

　此の引用文はStendhalがBiranなどのId6010gueから何を肋：充しよう

としていたかを具体的に示唆しうるものである。余りに烈しく人悶1よひとを

愛する際にに自己統制を失い易いものであり，自己の日在1．こ冷｝登な際にのみ

許されるものである。それで，上記の文章に読まれるStendhalの陥Oi望は他

ならぬJ．一．J．　Rousseau　n勺感受性からの脱出を意識しf：もので5り，彼ll：脱

出の鍵として自己の情熱の分析から．始める。そして，その分析の方程式を幾

度も指摘した通りHelv6tius，　de　Tracy，　Cabanis，及び，今旧題にしている

Biranに求める。

　　くEn　lisant　Biran　qui　m’explique　les　mystさres　des　passions　sentis　en
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moi．〉　一　〔5〕

　　と，日記に記るしている。

　　Biranの読bn，はStendhalに白己の臆病が冶療されるのを感じさせる。

M61anieの前に居て覚える臆病という越えるに厄介な障壁も，．．・変，〕］三り

越えてしまうともうなんら障㍑．とはならない筥である。臆病という受動的印

象も何時も彼女と・．．一’緒に居ることになれば，やがて習慣がそれを消去してし

まうであろう。このようにStendhalはBiranから示教された。そして，

次の如くBiranに感謝した告白を記している。

　　　《ll　ille　selnble　que　je　ne　connais　le　bonheur　habituel　que　depuis　la

lecture　de　Biran．　　J’ai　pass6　ce　soir　15　une　soir6e　d61icieuse　avec　ce

qui　m’aurait　donne　le　spleen　il　y　a　qLlillze　jours…　Je　pense　a　N　，161anie，

et　ce　souvenir　IT1’a　chal’m6　colllllle　le　Plaisir　lui－lnさme　（as　the　pleasure

itself），〉一〔6〕

　　此の引用した彼の日記1こ1805年2月4｛．dのものであるが，そ．の10口後に

も彼ほBiranに対する感激を綴っている。

　　　《Ce　jour　devait　Gtre　un　des　plus　agr6able　de　ma　vie，　et　l’a　presque

6t6　en　effet．　J’ai　travail16　avec　Gripole　a　Biran　trois　heures　un　quart．

Le　temps　6tait　superbe．　　J’ai　pass6　quatre　heures　chez　Louason．　　Je

ne　I’ai　vue　qu’un　instant　tete　2a　tete…　〉　一　〔7〕

　　このようにStendha1がMaine　de　Biranを本格的に研だしづ」余りが

経過した3月18日に，彼はBiran哲学の本質を完企に把握して以ドの如き

研化戊果を納めている。

　　　《…M’exercer　a　me　raPpeler　Ines　sentiments　naturels，　voila　l’etude

qui　peut　Ine　donner　le　talant　de　Shakespeare・　On　se　voit　aller　en

jouant，　on　a　la　perception．　Cette　sensation　est　facilement　reproduite

par　l’ogane　de　la　m6moire；mais　Pour　se　rapPeIer　les　sentiments　natu・

rels，　il　faut　commencer　par　faire　la　perception．



Je　ne　sals　pas　encore　ce　queコe　lui　al　paru．　Pourさtre　entlerement

dans　le　genre　natural　qui　est　le　v6ritablement　esprit，　il　faut　y　etre

habitu6．　Pour　cela，　il　me　faudrait　vivre　en　sociさt6　avec　M61anie，　au

bout　de　deux　jours，　j’aurais　cette　grace　de　natural：

　　Et　la　gr合ce　plus　belle　encore　que　la　beaut6…一　〔8〕

　　此の文竜を読んで．観るとStendhalがBiran哲学の本質と看倣される習

慣や．努力の観念を充分に把握していることが理解され，彼はこの取得の知識

を彼自身の日常生活に応用するばかりでなく，芸術の具体的要素と看倣して

重要な研究課題と考えている。

　　〈C’est　ahnsi，　dit　Biran，　que　l’ξltre　habitu合　aux　excitations　factices，

indiff6rant　dans　la　jouissance，　ce　sent　cruellement　tourment6　dans　la

prlvatlons．

　Si　cela　est　vrai，　comme　il　est　beau　pour　le　d6veloppement：1°du

vaniteux；　　2　”］du　court▲san；－3°de　l’homme　a　plaisir　physiques，　Louis

XV！

　　Voila　colnlne　il　est　utile　aux　poetes　d’6tudier　l’id6010gie…〉一〔9〕

　　実際，此の二項日をわれわれはStendhalの小説の至る所で捜し当てるこ

と二容易であるが，例えば，rLa　Chartreuse　de　Parme』の大公父子がその

典型的．姿を読f皆に！感じさせる。

　　ところでStendhal自身が「Vie　de　Henry　Brulard』のなかで回想して

いる如くこの1805年の前後に彼の教養が培かわれたとして，Sterldhaliens

はこの時期の彼を如何なる人間と観ているのかをF．M．　Alb6rさsの『Le

Naturel　chez　Stendhal』から引用しておこう。

　　〈S’arrachant　au　moi　id6010gique，　Stendhal　cultive，　dans　ces　memes
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　Viola　o血1’6tude　de　l’ld6010gie（Tracy　et　Biran）m’est　utile．

　J’ai　6t6　trさs　naturel　hier　dimanche　pendant　quatre　heures　que　j’ai

pass6es　avec　elle；je　n’ai　pas　encore　fait　la　perception，　de　maniさre　que

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　、
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ann6es　1805　et　1806　un　moi　plus　reveur　et　plus　tendl’e　qui　Iaisse　place

b　Ia　spontan6it6　et　au　naturel．　Ces　deux　（llloi）　de　la　personnalit6　de

Ster〕dhal　ont　provoqu6　sans　doute　chez　lui　des　crises　de　nerfs　et　des

moments　d’angoisse；sans　cesse　il　court　de　1’ull　a　rautre，　du　naUII’el

de　1’hoinme　aimable　au　naturel　passionn6．〉　　　〔］O：、

　　私．1：かかるStendhalの人間像とは異った見；；｝・’i｛を持ってお：1，　1　rrでにこの

点に就いて1．ヒ，Stendhalの人間像を論じた際に1旧らかに1．、ノてJ；vいた。．1－1三

1〕

　　それで，さらにこの1805年以降もStendhalのId6010gue　i；・1究ll：続くの

であるが，本論文ですでに指摘した通1）このMaille　de　Biranの・：1・・か凡そ

20年余にわたってStendha1の真の意味でバイブルとなるのでちる。三いう

のにCabanisの二RaPports　du　physi（lue　an　Inoral：などご’18］6㍑に㌧lll：

私のバイブルで、ちったと，後年，回想しているが，Cabanis哲学じ．）発巽・一｝

Biranの哲学に明察することは容易であ：），事実，　S　tendhalもそうしたL

思われるId6010gueの読書ぷりを示しているっ次の引川文㍉1806年3．ILI　4

口の彼の口記である。

　　　〈J’ai　jou6　avec　plaisir，　les　joueurs　Ile　sont　pas　ridicules　．　　Voilii

cependarlt　plusieurs　utiles　que　j’aurai　lus　cette　ann6e，　je　Ine　t！’ouvel’ai

perfectionn61’ann6e　prochaine：Logique　de’正’racy；Ma［lie　de　Pinel；

Th60rie　des　sentiments　moraux；Rapports　dLI　plysique　au　Inora▲，　etc，

par　Cabanis；5，　de　1’Habitude，　par　Biran…〉一一　ミ11〕

　　続いて4刀13日にもTracy，　Cabanis，そ：1　1にHobbes二並んでBiranの

名が：；売めるC

　　　＜Trouver　un　emploi　du　temps　utile．　Pour　les　nlOlllelltS　otl　ron　se

sent　sans　6nergie，　d6go亡t6，　qu’on　s’ennuie，　1’6tude　des　faits　peut　etre

l’6tude　de　l’art　de　conduire　son　esprit　il　la　v61’it（｝．　Tracy，　Biran．　Cabanis，

Hobbes．〉一一〔12〕
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　此の引用文に読まれる如くあいかわらずStendha1は人間を知るための研

鐙に励んでいる。此の日記より約一ケ㍑余がすぎた1807年の6月17「1には

次の記述がある。

　　＜Je　viens　de　lil’e　le　Ld．　aven　fruit；je　sllis　en　tl’ain　de　lire　Tracy

（Logique），　Biran　et　l’Ilomme（1’Helv6tius…

　Si，　comme　le　dit　Biran，1’on　n’a　de　m6moire　musicale　qし1e　par　les

sons　qu’on　peut　reproduire，　il　faut　aPprendre　21　chanter　poul・　se　sou－

venir　des　beaux　airs．〉一一〔13〕

　　そして，此の1807年以降はId6010gueの名：：1殆ん．ど波0）口記に．’1；1場して

いないのであるが，唯，Biranのみが例外で．ちる。尤も先述したように1816

年に彼巳Cabanisの著作を大いに読んだ形跡1：：ちる。　だが，ここでll：日記

に限って私ll：論じているのである。次の」りill．：：1811年5刀31［｜のll記で5

るが，もう，・他のId6010gueの名に記さね，てT．・な’、、。

　　〈…ll　me　semble　qし1e　Biran　a　raison；il　dit　qu’on　Ile　se　souv℃nt　pas

des　seI．1sation　qui　ne　sont　qu’un　plaisir　vif　et　Pur，　ou　une　peine　du

m6me　genre…　〉　一　：：14〕

　此の引用文を．よく1吟味するとわれわれ琉音に1．1：思いちた1：：・1・読の弓！r：1かち

る。すなわち，：1Le　Rouge　et　le　Noir．1のなかで最も問口’とされている．5

の〈ピす1・ルの場〉がそれである。Henri　Martineau／，’　lc　Julieriの心理喪

失を作家Stendhalが、！］：物から研究したと∴思われないとtEl淀しているが，

此の文章はかかる研究者の独断を否定するものでちろう。

　　さてこの181　Y．il　：・からさらに10年余がすぎた1820年代の「］記に読．1｛れるの

｛：it　Maine　de　I3iranのみとなり，　StendhalのId6010gue研究も終1り1820

年以上より数年前から木格的な創作活動に彼1．：：移っている。

　注1に就いて，私はユ96611：に名【1「大学仏文研究室の『Variet6s』で『Stendhalの人

間｛採』と題した論文を発爽し，続いてこの論．文をさらに研蹟し，岐㌦．ぷ済ノぐ1：：冷裏の

第4巻2号に同ご題で発表しているので参照され三いと息う。
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　　引用．文の原典，皮び，その頁

〔1〕　Stendha1：Journa1，　Ed．　PI6iade　p．606－607．

〔2〕　　Ibide．，　P．634－635．

〔3〕　Maine　de　Biran　l（3et　4　novembre　1818）

〔4〕　Stendha1：Journal，　Ed．　Pl6iade　p．633．

〔5〕　Ibide．，　p．601．

〔6〕　　Ibide．，　p．611－612．

〔7〕　Ibide．，　P．634－635・

〔8〕　　Ibide．，　P．677．

〔gう　　Ibide．，　p．606－607．

〔10〕　F．M．　AlbCrさs：Le　Naturel　chez　Stendhal，　Ed．　Nizet　p．175．

〔11〕　Stendha1：Joural，　Ed・　Pl6iade　p・791・

〔12》　　Ibide．，　p．820．

〔13〕　　Ibide．，　p．864．

〔1．1〕　Ibide．，　p．1063．

　　　後

　　此のttコ

と思う。
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ば、Lし

　　　　uLL

　　　．パルムの白院二論の発表をぽ会にこれまでの研究論文を系統的に総括したい

　　　　一連の研究論王を：”Stendhalの人川像，．！之び，その作品論．．iと言う表題で呼

　　にし，それを二部にわける。

　　第一部，〈Stendhalの人目！象）〉

二．ヒ論文その一，＜Stendhalの人口flk＞

そして第一部には以．ドの副論文を併する。

副論又その一，

副論文その二、

副論文その三，

副諭文その匹1，

副論．文その五、

く＼Stendhal

く／ Stendha1

く／Stendhal

＼でStendhal

く． Stendhal

L
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＿
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Rousseau＞

玉lmo　Stael＞

Helvetius＞

Cabanis二＞

Maine　de　Biran＞

　　汀∫二．ltfl9，　〈Stendhal　Cl）1乍【l」！i1、i㌃〉

主論文その一’，〈Le　Rouge　et　le　Noirに就いて〉

主諭．kその二、〈Lucien　Leuwenに就いて〉

－1三1｝命文そO　：，　〈〔La　Chartreuse　に；三七しべ⊂〉

　　そして第二｝6≦には以下o．）副論文を併する。

副論文その一，〈Racine　et　Shaespeareにみられる作者の文だ観の変fヒに就いて〉

副論文その二，〈Mina　de　VanghelのModeleに就いて〉


